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四
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九
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年
以
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に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
改
革
と
今
後
の

展
望

一

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
改
革
の
背
景

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
教
育

の
民
主
化
と
大
衆
化
に
と
も
な

う
中
等
教
育
の
就
学
率
の
増
加
、
科
学
技
術

の
急
速
に
し
て
連
続
的
な
発
達
と
、

経
済
成
長
に
と
も
な
う
中
堅
専
門
職
業
技
術
者
に
対
す
る
需
要

の
増
加
、
産
業
経

済
機
構
の
国
際
的
な
分
業
化
の
進
展
に
対
応
す
る
教
育
制
度

の
整
備

の
た
め
に
、

初
等
、
中
等
、
高
等
の
全
段
階
に
わ
た
る
教
育
改
革
が
、
着
実
に
推
進
さ
れ
て
き

た
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

「す

べ
て
の
者
が
そ
の
能
力

・
適
性
に
応
ず
る
教
育
を
受
け
る
機
会
を
等
し
く

与
え
ら
れ
、
社
会

・
経
済
的
出
身
階
層
に
よ
っ
て
教
育
上
差
別
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
教
育
の
機
会
均
等
の
理
念
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

ま
た
伝
統
的
な
古
典
中
心
の
人
文
主
義
的
教
育

の
偏
重
の
結
果
と
し
て
の
専
門
職

業
技
術
者
の
不
足
を
解
消
す
る
必
要
も
あ

っ
た
。

と
り
わ
け

一
九
五
九
年
に
ベ
ル
ト
ワ
ン
文
相
に
よ
っ
て
、
義
務
教
育
年
限
が
二

年
延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「
観
察
課
程
」
の
設
置
を
中
核
ど
し
て
、

こ
れ
ま
で

の
い
わ
ゆ
る
複
線
型
の
学
校
体
系
に
も
と
つ
く
初
等
、
中
等
教
育
制
度
が
ほ
ぼ
全

面
的
に
改
革
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
教
育
改
革
に
お
い
て
、
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
は
、

つ
ね
に
最
も

重
要
な
論
争
問
題
で
あ

っ
た
。
も
と
も
と
、
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
は
、

つ
ね

に
フ
ラ
ン
ス
教
育
の
中
枢
で
あ

っ
た
。

こ
の
資
格
は
、
中
等
学
校
生
徒
が
大
学
生

と
な
り
う
る
か
否
か
の
決
定
基
準

で
あ
り
、
あ
る
人
が
最
高

の
社
会
経
済
階
層
に

入
り
う
る
か
否
か
の
決
定
基
準

で
あ

っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
世
論
は
、
大
学
入
学
資

格
試
験
制
度
の
存
廃
を
め
ぐ

っ
て
激
動
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
試
験

の
機

能

が

「
中
等
教
育
の
修
了
を
認
定
す
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
ど
も
大
学
各
学
部
進
学
の

一
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選
抜
手
段
と
な
る
も
の
か

(8,115
)
ti
つ
い
て
、

あ
い
ま
い
な
性
格
を
も
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
家
庭

は
、

つ
ね
に
中
等
学
校
生
徒
の
学
業

の
頂
点

で
あ
る
大
学
入
学
資
格
免
状
の
取
得

に
強
い
愛
着
を
抱
い
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

一
九
四
五
年
二
月
二
〇
日
の
文
部
省
通
達
は
、

一
九
三
七
年
三
月

一
八
日
の
通
達

を
引
用
し
て
、

「大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試
験
は
中
等
教
育
の
目
的
で
は
な
く

て
、
認
定
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」

(10　A
p
.,8)

こ
ど
を
再
び
強
調
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

大
学
入
学
資
格
試
験
の
本
質
的
目
的
は
、
受
験
者
の
知
性
と
、
そ
の
活
用
の
仕

方
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
大
学
入
学
資
格
試
験
は
、

本
質
を
離
れ
た
枝
葉
末
節
の
事
柄
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
学
入
学
資
格
試
験
の
受
験
者
数
も
、

一
九
三
〇
年
に
は
第

一
部
と
第

二
部
を

合
計
し
て
約
五
万
人
で
あ

っ
た
の
に
、

一
九
六
二
年
に
は
二
十
六
万
人
と
な
り
、

一
九
六
五
年
に
は
約
四
十
万
人
に
も
達
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
学
入

学
資
格
試
験
の
採
点
者
と
し
て
、
中
等
学
校
教
師
を
総
動
員
し
な
け
れ
ぼ
採
点
業

務
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
毎
年
六
月

の
試
験
期
に
は
中
等
教

育
界
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
す
で
に

一
九
四

五
年
に
は
、
文
部
大
臣
は
大
学
入
学
資
格
試
験

の
採
点
担
当
教
師
に
対
し
て
、
採

点
業
務
を
交
代
制
で
負
担
す
る
雑
用
と
し
て
で
は
な
く
て
、
中
等
学
校
教
師
に
対

す
る
信
頼
と
名
誉
の
し
る
し
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
告
示
し
て
い
る
。

一
九
六

一
年
三
月
に
も
、
文
部
大
臣
は
大
学
入
学
資
格
試
験
の
受
験
準
備
学
級

(第
六
・
第
七
学
年
)
担
当
教
師
に
対

し
て
、

大
学
入
学
資
格
試
験
の
採
点
業
務

へ

の
参
加
を
要
請
し
た
が
、
実
際
に
は
全
員
参
加
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
試
験
官
の
負
担
過
重
を
、
ど

の
よ
う
に
し
て
軽
減
す
る
こ
と

が

で
き

る

二

か
、
ま
た
、
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
の
激
増
に
と
も
な
っ
て
、
か
れ
ら
の
大

学
各
学
部
進
学
後
の
進
路
指
導
を
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
が
、
戦
後
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
重
大
な
社
会

・
教
育
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。二

一
九
五
九
年
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
改
革

大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
と
中
等
教
育
制
度
ど
の
関
係
は
、

一
九
六
〇
年
ま
で

は
、
第
1
図
、
第
2
図
、
第
3
図
に
示
す
通
り
、

一
九
二
七
年
八
月
七
日
の
布
令

に
よ
る
筆
・記
試
験
お
よ
び
そ
の
合
格
者
全
員
が
パ
リ
で
受
験
す
る
口
述
試
験
の
二

部
制
、
な
ら
び
に
九
月
期

に
お
け
る
追
試
験
制
が
基
本
構
造
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の

一
九
二
七
年
制
定

の
大
学
入
学
資
格
試
験

の
運
営
方
法
は
、

一
九
五
九
年
か
ら

一
九
六
二
年
、

一
九
六
四
年
、

一
九
六
五
年
、

一
九
六
八
年
、

一
九
六
九
年
と
相

次
い
で
改
革
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

元
来
、
大
学
入
学
資
格
試
験
は
厳
し
い
口
述
試
験
が
主
体
で
あ

っ
た
が
、
次
第

に
口
述
試
験
は
筆
・記
試
験
に
対
し
て
そ
の
重
要
性
を
失
な
い
、

一
九
六
〇
年
度
に

お
い
て
は

一
時
的
に
廃
止
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

一
九
六
〇
年
度
に
お
い
て
も
、
外

国
語
の
口
述
試
験
と
、
合
否
す
れ
す
れ
の
受
験
者
の
た
め
の
口
述
試
験
と
は
残
さ

れ
て
い
た
。

一
九
五
九
年

一
月
六
日
の
布
令
は
口
述
試
験
を
廃
止
し
、
試
験
の
地
方
分
権
化

の
た
め
に
、
試
験
が
各
大
学
区
段
階
で
完
了
す
る
よ
う
に
し
た
。

一
九
五
九
年
八

月

二
八
日
の
布
令
は
、第
1
表
、第
2
表
、第
3
表
、第
4
表
、第
5
表

(7,151-152)

に
示
す
通
り
、
筆
記
試
験
と
口
述
試
験

の
二
部
制
を
存
続
し
た
が
、
口
述
試
験
は



〔第1図 〕1942～1945年 における中等学 校教育課程 と大学 入学資格試験各専攻科 との連絡一一覧表
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哲 学 科1数 学 科}哲 学 ・科 学 科

E-
哲学 ・科学科

　
-

　
-

科学数

E-

　

-
完成
学級

科学折口

E-
申 等 教 育 大 学 入 学 資 格 試 験 第 一 部

B簾 糠 ゜)科A'(ラ テン語 ・外 国 語)科A儒 ζ蕁藷)科
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个
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A儒 響藷)科
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一
級

二
級

第
学

第
学

　

　

B

E-

＼ T

一＼/

第三
r学級

1

騾

　

B(国 語)科

 

　<-

第五
学級

A(ラ テ ン 語)科i第 六＼

学級

 

第

二

期

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

第

一

期

外
国
語
科
目
だ
け
に
限
ら
れ
た
。
九
月

の
追
試
験
は
、
新

設
の
二
月
期
試
験

(第

一
学
級
前
期
課
程
に
お
け
る
選
択
科
目

試
験
)
に
代
え
ら
れ
、

一
般
教
養

の
重
視
か
ら
体
育
試
験

は
必
須
と
な
っ
た
。
体
育
試
験
で
は
、

「
五
〇
ヤ
ー
ド
の

水
泳
、
綱
登
り
、
徒
走
」

(崔
為
Q。
)
が

課

せ
ら

れ
て
い

る
。

た
だ
し
、
こ
の
二
月
期
追
試
験
制
度
は
、

一
九
六
〇

年
度
大
学
入
学
資
格
試
験

で
実
施
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

申
等
教
育
大
学
入
学
資
格
試
験

の
第

一
部
試
験
は
、
第

一
学
級
所
定
教
育
課
程
を
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
第
二

部
試
験
は
申
等
学
校
完
成
学
級

の
哲

学

科
、

実

験
科
学

科
、
数
学
科

の
各
所
定
教
育
課
程
を
対
象
と
し
て
い
る
。

技
術
科
系
大
学
入
学
資
格
試
験

の
第

二
部
試
験
は
、
数
学

・
技
術
科
お
よ
び
技
術
経
済
学
科

の
所
定
教
育
課
程
を
対

象
と
し
て
い
る
。

一
般
教
養
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

た
め
全
受
験
者
は
、
各
専
攻
学
科
に
係
り
な
し
に
、
必
ず

哲
学
、
数
学
、
現
代
外
国
語
、
体
育

の
四
科
目

の
試
験
を

受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

大
学
入
学
資
格
免
状
の
特
権

は
、
各
専
攻

学

科

の
種

類
、評
点
に
係
り
な
く
、
同
等

で
あ
る
。
国
民
教
育
(文
部
)

大
臣
は
大
学
入
学
資
格
免
状
を
交
付
す
る
。
不
正
行
為
、

た
と
え
ば
受
験
者
相
互
間
の
通
信
、
無
許
可
の
書
籍
ま
た

は
紙
片
の
持
ち
込
み
な
ど
が
発
覚
す
れ
ば
、
退
場
を
命
ぜ

ら
れ
る
。

三
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〔第2図 〕1946～1959年 におけ る申等学校教育課程 と大学入学資格試験各専攻科 との連 絡一覧表
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U

f
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M(国 語)科

 

U

F-
-

T
　

科
語
語
語

ア
ン

シ
テ
国

ギ

・
外

　

完成学級
(第7学年)

B

T

F-
B

ノニ

个
ー

i

第一学級

(第6学 年)

第二学級

(第5学 年)

　

E--
-

　

＼＼ご

　

E-

第三学級
(第4学 年)

第四学級
(第3学 年)

第五学級(第
2学年)

A(ラ テ ン 語)科

第六学級
(第1学 年)

　

第
二
期

(後
期
)
課
程

第

一

期

(前
期
)
課
程

四

第

一
部
試
験
の
受
験
許
可
年
令
は
、
満

十
六
歳
で
あ
る
。
試
験
委
員
会
の
合
否
判

定
権
は
終
審
で
あ
る
。
試
験
委
員
会
が
所

定
の
手
続
き
に
従
っ
て
下
し
た
判
決
に
対

し
て
は
、
い
か
な
る
上
訴
も
受
理
さ
れ
な

い
。
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
体
育
試
験

随
意
科
目
試
験

の
全
体
に
つ
い
て
、
少
な

く
と
も
総
点
二
〇
点
の
う
ち
、

一
〇
点
を

取
得
す
れ
ば
、
合
格
を
宣
言
さ
れ
る
。
第

一
部
も
第
二
部
も
恐
る
べ
き
障
壁
で
あ

っ

た
。

一
九
五
九
年
で
は
、
受
験
者
の
四
五

%
が
第

一
部
試
験
に
失
敗
し
、
さ
ら
に
こ

の
第

一
部
合
格
者
の
三
七
%
が
第
二
部
試

験
に
失
敗
し
た
。
受
験
者
の
多

く

は
何

回
か
受
験
を
繰
返
し
て
い
る
。

一
九
五
七

年
は
旧
方
式
の
代
表
的
な
年
で
、
最
終
試

験
の
合
格
率
・三
九
%
と
い
う

結

果

に

よ

り
、
こ
の
年
に
広
範
な
改
善
策
が
検
討
さ

れ
た
。

一
九
六
〇
年
九
月

=

一日
の
布
令
は
、

大
学
入
学
資
格
試
験
第

一
部

で
は
八
種
類

の
専
攻
学
科
、
す
な
わ
ち
古
典
A
科

(ギ

リ
シ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
、
外
国
iftl¢/

、

古
曲
ハ



〔第3図 〕 申等学校後期課程(1960～1965年)と 大学入学資格試 験(1960～1967年)と の連絡一覧表

第 二 段 階 教 育 大 学 入 学 資 格 試 験 第 二 部

E騨 矧 瞞 ・購 科D実 験科学科C数 学 科A哲 学 科

E-
技術 ・経済
学Tb科

　
-

<-
数学 ・技術
Ta科

E-

e-
実験科学
M,M'科

　

-

F-
-

　

学
科

数
c

一ー

F-
-

哲 学
B科

F-

＼ ↑ ノ

¥L/

哲 学
A'科

F
-
--

F-
哲 学
A科

　
-

完成学級

(第7学年)

第 二 段 階 教 育 大 学 入 学 資 格 試 験 第 一 部

術
科貌術

科
技
肱

近 代
M'科

 

代
科

近
M

典
科

古

C
古 典
B科

古 典
A'科

古 典
A科

　

-

Tb

E-

N-

Ta

技 衛Tb

 

術

科

↑
l

a

技
丁

<-
M'

E-

　

-

M

近 代
M'科

 

F-
-

U

近 代
M科

 

　

-
-

E-
古 典
C科

 

　
-

B

　-
-

　

-

A'

古 典
B科

 

F-

　
-

　

古 典
A'科

 

E-
古 典
A科

第一学級

(第6学 年)

〃へ
第二学級

(第5学 年)

 

第

二

期

(後

期
)

課

程

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

第 二 段 階 教 育 前 期 末 進 路 指 導

疋
科

(同
上
科
目
、
科
学
履
修
に
転
換
可
能
な
課
程
)
、
古
曲
ハB
科

(ラ
テ
ン
語

第
一
外
国
語
、
第
二
外
国
語
、
人
文
科
学
)
古
典
C
科

(ラ
テ
ン
語
、
科
学
、
外

国
語
)
、

近
代
M
科

(科
学
、
第

一
外
国
語
、
第
二
外
国
語
)
、

近
代
M
科

(実
験
科
学
、
物
理
学
と
生
物
学
、
外
国
語
)
、
技
術

騒

科

(科
学
、
外
国
語

基
礎
工
業
技
術
)
、
技
術

艶

科

(経
済
学
、
第
一
外
国
語
、
第
二
外
国
語
)
と

同
第
二
部
で
は
五
種
類
の
専
攻
学
科

(哲
学
科
、
実
験
科
学
科
、
数
学
科
、
数

学

・
技
術
科
、
技
術
経
済
学
科
)
を
設
置
し
た

(13,383)
°

因
み
に
中
等
学

校
に
お
け
る
A
古
典
科
と
は
古
代
語

(ラ
テ
ン
語
を
中
、心
と
し
て
A
科
で
は
ギ

リ
シ
ァ
語
も
含
む
)
を
学
習
す
る
学
科
で
あ
り
、
M
近
代
科
と
は
ラ
テ
ン
語

の
代
り
に
現
代
外
国
語
を
時
間
数
多
く
学
習
す
る
学
科

で
あ
り
、
T
技
術

科
と
は
現
代
の
技
術
学
を
時
間
数
多
く
学
習
す
る
学
科

で
あ
る
。

一
九
六

〇
年
の
試
験
期
は
、
学
年
末
の
六
月
期
の
年

一
回
だ
け
と
な

っ
た
。

二
月

期
試
験
は
前
年
度
の
経
験
か
ら
、
煩
雑
さ
と
負
担
過
重
を
招
く
の
で
廃
止

さ
れ
た
。
総
点
二
〇
点
の
う
ち
、
平
均
七
点
取
得
者
は
、
筆
記
試
験
後

の

最
短
期
間
内
に
追
試
験

に
代
わ
る
口
述
試
験
を
受
験
し
た
。

一
九
五
九
年

度
で
は
、
全
科
で
行
な
わ
れ
た
外
国
語
科
口
述
試
験
は
、

第

一
部

で
は

B
、
M
、
騰
科
だ
け
で
行
な
わ
れ
た
。
遅
、
C
、
M
、
M
、
距
、
肺
科

で

は
、
外
国
語
試
験
は
筆
記
試
験
で
あ
る
。
第

ご
部
試
験

で
は
、
全
科

で
外

国
語
科
筆
記
試
験
が
行
な
わ
れ
た
。
体
育
試
験
も
全
科
で
必
須

で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
九
月

一
二
日
の
布
令
第

一
〇
条
規
定
に
よ

っ
て
、
出
身
校
提

出
書
類
に
は
受
験
者
の
学
業
成
績
、
健
康
と
身
体
発
達
、
第
六
学
級
以
後

の
行
動
評
価
の
記
録
を
記
入
し
た
学
習
指
導
要
録
と
個
人
調
査
書
が
含
ま

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

五



人

文

学

論
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〔第1表 〕 申等教育大学 入学資格試験(1)(1959年8月28日 布令)

試 験 種 別 試 験 科 目 試験時間 配点指数

4

4

4

3

2

2

3(時 間)

3

3

2

2

3

　

　

　

　

　

ぬむ

隷
簿
 

国

ラ

ギ

歴

数

現

1

2

00

4

匚0

0U

1

筆

記

　育体r

古

典

A

科

4

4

4

6

3

4

2

m

m

m

m

9
召

り
O

nδ

1)国 語 作 文

2)ラ テ ン 語 仏 訳

3)ギ リシア 語 仏 訳

4)数 学

5)歴 史 ・地 理

6)物 理 学

7)現 代 物 理 学

 

1

筆

記

　育体亜

古

典

κ

科

4

4

2

2

3

2

3

3

3

3

2

2

語

訳

語

語

理

学

ム

国

国

数

謝
麟

器

ン

現

現

史

戦

テ

一

二

理

国

ラ

第

第

歴

物

-二

9自

00

4

r∂

OU

1

筆

記

2第 一 現 代 外 国 語亜口述

　育体　

古

典

B

科

4
凸

4
亠

塵
U

7

り0

9
日

3

9
0

n6

6δ

2

Q
J

1)国 語 作 文

2)ラ テ ン 語 仏 訳

3)物 理 学

4)数 学

5)歴 史 ・地 理

6)現 代 外 国 語

 

1

筆

記

　育体∬

古

典

C

科

第

一

部

六

一
九
六
二
年
九
月
二
九
日
の
布

令
は
、
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度

を
根
本
的
に
改
革
し
た
。
大
学
入

学
資
格
試
験
は
今
後
、
文
部
省
教

育
組
織

・
課
程
局
が
組
織
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。
大
学
入
学
資
格
試

験
第

一
部
試
験
は
、
第

一
学
級
末

に
設
置
さ
れ
た
学
力
証
明
試
験

に

代
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
学

力
証
明
試
験
委
員
長
は
、
第
二
段

階
公
教
育

(中
等
教
育
)
教
師
、
大

学
教
授
資
格
取
得
講
師
ま
た
は
博

士
学
位
取
得
者
ま
た
は
国
立
工
芸

技
術
学
校
教
師
で
あ
る
。
大
学
区

視
学
官
は
試
験
を
組
織
し
、
試
験

所
と
試
験
監
督
者
の
地
区
配
分
を

決
定
し
た
。

受
験
者
は
八
種
類
の
試
験
、
古

典
科
A
、
遅
、
B
、
C
の
各
科
、

近
代
科
M
、
M
の
二
科
、
技
術
科

T
、
T

の
二
科
の
中
か
ら
、

一
種

類
を
選
択
し
て
受
験
し
た
。
筆
・記

試
験
お
よ
び
B
、
M
、
M
科
お
よ



〔第2表 〕 中等教育大学入学資格試験(D

(1959年8月28日 布令)

試 験 種 別 試 験 科 目i試 験時間 配点指数

6

9
一

nδ

7

(6

nδ

3(時 間)

3

3

3

3

2

語

語

語

学

学

理

　
　
　
　

纖

理

馳

 現
現

史

一

二

国

第

第

物

数

歴

1

9自

3

4

貿U

6

1

筆

記

2亜口述i第 一 現 代 外 国 語

　育体　

近

代

M

科

6

2

1享}計7

語

国 語

たは化学

3

3

i}4

外
戦
学

代
嬲

国

現

③

⑤

1
1

0
自

9
σ

 
1

筆

記

2亜口述 現 代 外 国 語
1

　育体　

近

代

M

科

第

一

部

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

び
T
科
に
お
け
る
外
国
語
科
口
述
試
験
お
よ
び
体
育
試
験
が
必
須

で
あ

る
。

図

画
、
音
楽
、
家
政
、
第

二
外
国
語
の
各
科
目
は
選
択
科
賃
で
あ
る
。
総
点
二
〇
点

の
う
ち
、
少
な
く
と
も
八
点
取
得
者
ま
た
は
平
均
七
点
相
等
取
得
者
は
、
大
学
学

部
管
理
試
験

(再
試
験
)
を
受
験
す
る
。

再
試
験
受
験
権
者
の
有
効
期
間
は
、
通

常

一
力
年
間
で
あ
る
。
文
部
大
臣
は
試
験
問
題
を
選
定
す
る
。
た
だ
し
、
大
学
区

総
長
も
い
く
つ
か
の
試
験
閥
題
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
力
証
明
試
験
合

格
証
書
に
は
、
成
績
は

一
切
記
入
さ
れ
な
い
。

大
学
入
学
取
格
試
験
は
国
立
大
学
人
文
学
部
、
理
学
部
が
管
理
す
る
。
学
部
長

が
指
名
し
た
学
部
教
授
、
特
講
担
当
講
師
ま
た
は
教
育
担
当
者
ま
た
は
助
講
師
は

試
験
委
員
会
委
員
長
と
な
る
・
(同一μ
O
H)
。

試
験
は
中
等
学
校
第
七
学
年
の
哲
学

科
、
実
験
科
学
科
、
数
学
科
、
数
学

・
技
術
科
、
技
術

・
経
済
学
科
の
所
定
教
育

課
程
を
対
象
と
す
る
。

受
験
の
た
め
に
は
、
学
力
証
明
免
状
取
得
、
ま
た
は
大
学
入
学
資
格
試
験
第

一

部
合
格
後

一
ヵ
年
を
経
過
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

筆

記

試

験
と
体
育
試

験
、
な
ら
び
に
技
術
∵

経
済
学
科
で
は
第
二
外
国
[語
、
ま
た
数
学

・
技
術
科

で
は

技
術
実
習
が
必
須
で
あ
る
。
選
択
科
目
は
図
画
、
音
楽
、
家
政
お
よ
び
ギ
リ
シ
ア

語
、
ラ
テ
ン
語
、
必
須
外
国
語
以
外
の
外
国
語
か
ら

一
科
目
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
筆
記
試
験
は
、
哲
学
科
で
は
哲
学
、

数
学
、

物
理
学
、

博
物
、

歴
史
と
地

理
、
外
国
語
で
あ
る
。
数
学

・
技
術
科
で
は
哲
学
ま
た
は
歴
史
ま
た
は
地
理
、
数

学
、
物
理
学
、
外
国
語
、
機
械
工
学
と
工
業
技
術
実
習
で
あ
る
。
技
術

・
経
済
学

科
で
は
哲
学
、
数
学
、
歴
史
ま
た
は
地
理
、
第

一
外
国
語
、
経
済
学

で
あ
る
。
な

お
技
術

・
経
済
学
科
で
は
第
二
外
国
語
の
口
述
試
験
が
あ
る
。

文
部
大
臣
は
試
験
問
題
を
選
定
す
る
。
筆
記
試
験
で
は
総
点

二
〇
点

の
う
ち
、

七



人

文

学

論

集

〔第3表 〕 中等教育大学資格試験(皿)

(1959年8月28日 布令)

試 験 種 別 試 験 科 目 試験時間 配点指数

一b

FD

5

ワ
一

nδ

ワ
】

nδ

3(時 間)

3

3

4

2

2

3

 

語

学

学

図

理

術

語

製

地

技

国

理

・

外

計

史

業

代

国

物

数

設

歴

工

現

ーユ
9
臼
Qσ

4

ピ0

βU

7

1

筆

記

　育体亙

技

術

肱

科

計3

 

6

2

4

2

2

1

2

1

1計2

2

M

M

M

M

4

2

2
 臺

2

1)国 語

2)第 一 現 代 外 国語

3)第 二 現 代 外 国語

4)地 理

5)@i数 学

⑤ 統 計 学 および

経 済 学

6)歴 史

7)③ 物 理 学

⑮ 博 物 学

8)商 品 工 業 技 術

 

1

筆

記

2g口 遼 第 一 現 代 外 国 語
i

　育体巫

技

術

覧

科

第

一

部

八

少
な
く
と
も
平
均
八
点
以
上
ま
た
は
平
均
七
点
以
上
で
合
格
可

能
性
の
あ
る
者
は
、

学
部
管
理
試
験

(再
試
験
)

を

受

験
す

る
。
受
験
者
は
こ
の
試
験
を
筆
記
試
験

で
選
択
し
た
専
攻
科
で

受
験
す
る
。
試
験
委
員
会
は
受
験
者

の
出
身
学
校
内
申
書
を
審

査
し
た
後

に
、
合
否
の
判
定
を
下
す

の
で
あ
る
。

大
学
入
学
資
格
免
状
に
は
、
学
力
証
明
試
験
と
は
異
な
り
、

こ
れ
ま
で
通
り
成
績
が
優
、
良
、
や
や
良
、
可
の
四
段
階
評
点

で
記
載
さ
れ
る
。
国
立
大
学
人
文
学
部
、
理
学
部
は
第
二
段
階

教
育
大
学
入
学
資
格
学
位

(中
等
教
育
修
了
認
定
証
書
)
を
認
定

し
、
大
学
区
総
長
は
文
部
大
臣
の
委
任
を
受
け
て
免
状
を
授
与

す
る

(11,10
1)
°

各
専
攻
学
科
別
の
大
学
入

学
資

格
免
状
取

得
者
は
、
大
学
各
学
部

へ
の
履
修
登
録
に
つ
い
て
同
等
の
機
利

を
有
し
て
い
る
。

大
学
入
学
試
験
事
務
の
過
重
負
担
を
軽
減
す
る
措
置
も
と
ら

れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
大
学
区
事
務
局
が
直
接
に
大
学
入

学
資
格
試
験
を
組
織
し
て
い
た
。
今
後
は
大
学
区
総
長
が
統
轄

す
る
大
学
区
事
務
局
と
、
大
学
区
視
学
官
が
統
轄
す
る
県
単
位

の
事
務
局
が
試
験
事
務
を
分
掌
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
大
学
区

事
務
局
は
文
書
資
料
、
一
般
的
指
示
、試
験
委
員
会
委
員
構
成
の

認
可
、試
験
所
の
地
域
配
当
、学
部
長
(試
験
委
員
会
委
員
長
、
不
正

行
為
審
判
委
員
長
な
ど
を
兼
任
す
る
)

と
の
交
渉
、
証
明
書
と
免
状

の
準
備
、
大
学
入
学
資
格
試
験
関
係
訴
訟
を
処
理
す
る
。
県
事

務
局
は
受
験
者
の
受
付
、
指
示
、
分
類
、
配
分
、
試
験
委
員

の
指



〔第4表 〕 中等教育大学入学資 格試験(1P)

(1959年8月28日 布令)

試 験 種 別 試 験 科 目i試 験時間i 配点指数

7

2

2

3

1

2

4(時 間)

2

2

2

2

3

 

学

学

学

理

学

語

文

国

理

物

馳
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外

史

学

代

哲

物

博

歴

数

現

1

9自

00

4

民U

良U

1

筆

記

　育体亙

哲

学

科

7

4

4

4

3

2

d
+
N

N

N

N

M

学

学

学

学

理

語

地

国

理

物

・

外

史

代

哲

物

博

数

歴

現

1

0白

の0

4

FO

OU

1

筆

記

　育体豆

実

験

科

学

科

3

8

7

3

2

2

M

M

M

N

N

M

学

学

学

理

学

語

地

国

理

・

物

外

史

代

哲

数

物

歴

博

現

1

9
召
の0

4

尸0

6

　育体

1

筆

記

亙

数

学

科

第

部

ラ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
絡
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

名
、
試
験
所
の
決
定
、
試
験
委
員
会
お
よ
び
試
験
所
に
関
す
る

企
画
、
試
験
官
と
受
験
者
の
召
集
、
試
験
所
長

へ
の
受
験
者
名

簿
の
送
付
、
議
事
録
、
訴
訟
記
録
の
大
学
区

へ
の
送
付
、
資
格

71ttII
L¢
Ò
訴
訟
、
懲
罰
問
題
を
処
理
す
る
。
試
験
所
は
試
験
所
の

組
織
、

受
験
者
の
割
当
、

試
験
閧
題
の
送
付
、

印
刷
物

の
配

付
、
監
督
、
審
査
、
学
部
管
理
試
験

の
組
織
を
処
理
す
る
。

高
等
教
育
お
よ
び
第

二
段
階

(中
等
)
教
育
代
表
者
に
よ
る

混
成
試
験
委
員
会
は
、
大
学
入
学
資
格
試
験
お
よ
び
学
力
証
明

試
験

の
国
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
科
目

の
試
験
問
題
を

選
定
す
る
。
試
験
問
題
は

一
九
六
四
年
九
月
二
九
日
の
布
令
第

一
五
条
の
規
定
に
よ
っ
て
出
題
さ
れ
る
。
大

学

区

は

ド
イ
ツ

語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア
語
科
目
を
出
題
す
る
。

文
部
省
は
ア
ラ
ビ
ア
語
、
近
代

ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

ロ
シ
ア
語
を
出
題
す
る
。
パ
リ
大
学
区
は
選
択
外
国
語
科
目
と

し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
、
ラ
オ
ス
語
、

マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
語
を
出
題
す
る
。
文
部
大
臣
は
そ
の
他
の
科
目
も
選
択

す
る
裁
量
権
を
持

っ
て
い
る
。

一
九
六
五
年
度

の
大
学
入
学
資
格
試
験
受
験
者
は
、

一
九
六

四
年
か

一
九
六
三
年
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
、
大
学
入
学
資
格
試

験
第

一
部
ま
た
は
学
力
証
明
試
験

の
合
格
者
で
な
け
れ
ば
、
大

学
入
学
試
験
を
受
験

で
き
な
か
っ
た
。

一
九
六
五
年
度
の
大
学

入
学
資
格
試
験
の
出
題
範
囲
は
、
中
等
学
校
最
上
級
学
年
の
所

定
教
育
課
程
で
あ
る
。

一
九
六
六
年
度
か
ら
は
、
学
力
証
明
試

九



人

文

学

論

集

〔第5表 コ 大学入学資格試験(V)G959年8月28日 布令)

試 験 種 別 試 験 科 目1試 験時間1配 点指数
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2

2
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ロ
　
　

　　

ヒ

　
な
　

り
　

り
ゑ
れ

　
　

論

鑑

理
物
驪

済

済

史

現

現

経

経

一

二

哲

数
゜
経

歴

物

博

第

第

@

⑮

1

2

3

4

5

6

7

8

1

筆

記

　育体E

技

術

・
経

済

学

科

第

部

(備考)各 科 とも随意科 目として音楽,図 画,家 政 のいずれか一科 目

(配点指数1)を 受験できる。

随意科 目の得点は,総 合得点が平均点 を越える場合に付加 さ

れるα

一
〇

験
は
廃
止
さ
れ
、
受
験
老
は
大
学
入
学
資
格
試
験

第

一
部
ま
た
は
学
力
証
明
試
験
の
合
格
者
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
必
要
は
な
く
な

っ
た
。
し
た
が

っ
て
唯

一
つ
の
大
学
入
学
資
格
試
験
の
旧
第

二
部

が
、
直
接
に
高
等
教
育

へ
接
続
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。

試
験
期
は

一
年
に
ご
回

(七
月
と
九
月
)

で
あ

っ
た
が
、

一
九
五
九
年
に
は

一
回
だ
け
に
短

縮
さ
れ
、

一
九
六
五
年
に
は
二
回
に
復
帰
し
た
。

一
九
六
五
年
以
降

の
大
学
入
学
資
格
試
験
の
出
題

範
囲
は
、
第

一
学
級
と
完
成
学
級
の
所
定
教
育
課

程
全
部
と
な
っ
た
。

一
九
六
〇
年
ま
で
は
、
第
二
部
の
合
格
者
の
み

に
第

二
部

の
受
験
が
許
さ
れ
て
い
た
。

一
九
六
二

年
に
第

一
部
試
験
に
代
え
て
学
力
証
明
試
験
が
採

用
さ
れ
た
結
果
、
最
終
試
験

(旧
第
二
部
試
験
)
の

合
格
率
は
、

「
一
九
六
三
年
に
六
〇
%
、

一
九
六

四
年
に
六
三

・
四
%
、

一
九
六
五
年
に
六
二

・
七

¥
」

(14,78
)
a.i伸
び
た
。

一
九
六
六
年
の
合
格

率
は
五
〇
%
に
と
ど
ま
っ
た
。

一
九
六
七
年
度
六
月
期

の
大
学
入
学
資
格
試
験

の
実
施
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

e

大
学
入
学
資
格
免
状
は
、
国
立
総
合
大
学

の
文
学
部
ま
た
は
理
学
部
が
認
定
し
、
文
部
大
臣



が
授
与
す
る
国
家
学
位
の

一
種
で
あ
る
。
試
験
は
全
国
共
通
で
は
な
く
、
各
大
学

区
別
に
行
な
わ
れ
る
。
試
験
委
員
会
の
主
宰
者
は
学
部
長
の
任
命
す
る
大
学
教
官

で
あ
る
。
試
験
問
題
は
中
等
教
育
完
成
学
年
の
所
定
教
育
課
程
に
の
っ
と

っ
て
作

製
さ
れ
る
。

口

専
攻
学
科
の
種
類
は
、
哲
学
科
、
基
礎
数
学
科
、
実
験
科
学
科
、
数
学

・

技
術
科
、
技
術

・
経
済
学
科
の
五
学
科
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
を
受
験
者
が
選
択
す

る
。
試
験
は
第
6
表
、
第
7
表

(b。
0
,111)
に
示
す
通
り
、

筆
・記
試
験
、

口
述
試

験
、
体
育
試
験
で
あ
る
恥
ま
た
図
画
、
音
楽
、
家
政
、
外
国
語
な
ど
の
自
由
選
択

目
試
験
も
あ
る
。
受
験
の
所
要
日
数
は
筆
亠記
試
験
だ
け
で
二
日
な
い
し
三
日
閭
で

あ
り
、
午
前
と
午
後
そ
れ
ぞ
れ

一
科
目
受
験
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
口
述
試
験

は
四
日
間
、
自
由
選
択
試
験
は
二
日
間
と
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
る
。

試
験

の
時
期
は
二
回
あ
り
、
第

一
期
は
六
月
末
か
ら
七
月
初
め
に
か
け
て
行
な
わ

れ
、
第
二
期
は
九
月
に
行
な
わ
れ
る
。
第
二
期
は
追
試
験
的
性
格
の
も
の
で
、
第

一
期
試
験
を
正
当
な
理
由
で
受
け
得
な
か
っ
た
者
、
第

一
期
試
験

の
筆
記
試
験
の

平
均
点
が
二
〇
点
満
点

の
一
〇
点

(筆
記
試
験
の
合
格
点
)

に
達
し
な
か
っ
た
が
七

点
以
上
の
者
、
第

一
期
試
験

の
口
述
試
験
に
合
格
し
な
か
っ
た
者
な
ど
が
第
二
期

試
験
を
受
験
で
き
る
。
な
お
大
学

入
学
資
格
試
験

の
受
験
料
は
三
五
フ
ラ
ン
で
あ

る
。日

各
試
験

の
試
験
時
間
お
よ
び
採
点
結
果
か
ら
平
均
点
を
算
出
す
る
場
合

の

比
率

(配
点
指
数
)

は
、
各
専
攻

学
科
に
よ
っ
て
異
な
る
。
試
験
問
題
の
出
題
方

法
も
文
部
省
令
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
て
、
例
え
ぼ
国
語
と
哲
学
の
筆
記
試
験

は
三
題
中

一
題
を
選
択
さ
せ
る
こ
と
、
数
学

の
筆
・記
試
験
は
実
験
科
学
科
の
場
合

は
二
題
な
い
し
四
題
の
計
算
問
題
、
他
の
三

つ
の
専
攻
科
の
場
合
ぼ
、
三
題
以
下

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

の
計
算
問
題
と
応
用
問
題

一
題
を
課
す
ご
ど
な
ど
と
な

っ
て
い
る

(
一、九
六
六
年

三
月
通
達
)
。

㈲

各
試
験
は
二
〇
点
満
点
で
採
点
さ
れ
る
が
、
必
須
科
目
に
つ
い
て
は
所
定

の
比
率
に
よ

っ
て
配
点
指
数
が
掛
け
算
さ
れ
る
。
そ
し
て
筆
記
試
験
に
つ
い
て
平

均
二
〇
点
満
点
で

一
〇
点
以
上

(九
点
以
上
の
者
に
は
学
業
成
績
の
審
査
に
よ
る
特
例

も
あ
る
)

の
者
が
口
述
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
総
平
均
が
二
〇

〔第6表 〕 1966,1967年 度臨時大学資格試験(D

(1965年11月9日 省令)
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〔第7表 〕1966,1967年 度臨時大学入学資格試験(D

(1965年11月9日 省令)

専蝌 鱶 劉 試 験 科 目 隊 験時剛 醺 指数
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M
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学
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学

地
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メ
歴
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物

博

1

0自

0
0

4

眞
U

v
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五

口

述

育体　

基

礎

数

学

科

(備考)体 育 の配点指数は定め られてU>な い 。

=
一

点
満
点
で

一
〇
点
以
上
の
受
験
者
が
合
格
と
な
り
、
大
学
入
学

資
格
免
状
を
授
与
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
も
二
〇
点
満
点
で
八
点
な
い
し
七
点
以
上

の
不
合
格
者
に
は
種
々
の
措
置
に
よ
っ
て
再
審
査
の
み
ち
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
ど
し
て
、
第
二
期
試
験
の
終
了

後
に
、
筆
記
試
験
で
二
〇
点
満
点
で
八
点
以
上
の
者
に
、
学
校

長
の
名
に
よ
る

「
中
等
教
育
修
了
証
書
」
が
授
与
で
き
る
こ
と

と
な

っ
た

(
一
九
六
五
年
十

一
月
九
日
布
令
第

一
八
条
の
こ
)
。

た

だ
し
こ
の
資
格
で
は
高
等
教
育

へ
の
進
学
の
必
要
条
件
は
満
た

さ
れ
な
い
。

㈲

大
学
入
学
資
格
試
験
の
受
験
資
格
は
満

一
七
歳
以
上
ど

い
う
条
件
だ
け
で
あ
る
。
受
験
者
は
中
等
教
育

の
普
通
課
程

の

第
七
学
年
修
了
者
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
独
学
の
者
も
受
験

で

き
る
。
ま
た
こ
の
資
格
は
国
家
学
位

の

一
種

で
は
あ
る
が
、
私

立
中
等
学
校
の
修
了
者
も
受
験
で
き
る
。

一
九
六
五
年
の
試
験

で
、
受
験
者
の

一
七
%
が
私
立
出
身
者
、
七
%
が
独
学
の
者
で

あ

っ
た
。
な
お
受
験
者
の
男
女
比
は
、
男
子
が
や
や
多
い
程
度

で

(五
二
対
四
八
)
、
女
子
が
男
子
と
ほ
と
ん
ど
肩
を
並

べ
て
受

験
し
て
い
る
。
た
だ
し
女
子
は
哲
学
科
に
集
中
し
て
い
る
。

丙

試
験

の
合
格
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

受
験
者

の
急
激
な
増
加

の
た
め
で
あ
っ
て
、
合
格
率
は
、
戦
前

か
ら
六
〇
%
強

で

一
定
し
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
に
七
三
%
で

あ

っ
た
の
と
、

一
九
六
六
年
が
四
八
%
で
、
か
な
り
低
い
の
と



が
例
外
で
あ
る
。
大
学
入
学
資
格
試
験
は
定
員
の
定
め
ら
れ
た
競
争
試
験
で
は
な

く
、

一
定
の
水
準
に
達
し
た
者
を
合
格
さ
せ
る
仕
組
み
の
も
の
で
あ
る
。
今
日
で

は
、
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者

の
数
を
増
や
す
べ
き
だ
と
い
う
社
会
的
要
請
が

一
部
に
あ
る
が
、
そ
の
高
い
水
準
を
維
持
す
る
た
め
、
合
格
率
は
お
の
ず
か
ら
押

さ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お

一
九

六
六
年
の
合
格
者
数

一
〇
六
、
○
○
○

人
は
基
準
年
令

一
八
歳
の
人
口
に
比

し
約

一
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
以
後
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
は
、
中
等
学
校

の
最
終
学
年

(完
成
学
級
)

の
所
定
教
育
課
程
を
対
象
と
し
て
、

毎
年

一
回
限
り
行
な
わ
れ
て

い
る
。
以
前
の
第

一
部
試
験
ま
た
は
学
力
証
明
試
験
は
、

い
ま
で
は
中
等
学
校
内

部
で
の
学
級
委
員
会
に
よ
る
審
査
か
、
非
公
式
の
学
内
試
験
か
に
よ
っ
て
代
行
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
生
徒

の
最
終
学
年

へ
の
進
級

の
可
否
を
決
定
し
て
い
る
。

学
校
長
は
学
級
担
任
教
師

の
意
見
を
参
考
に
し
て
、
第

一
学
級

(第
六
学
年
)
末
筆

記
試
験

の
成
績
審
査
後
に
、
筆
記
試
験
な
ら
び
に
そ
の
他
の
評
価
要
素
、
第
二
学

級

(第
五
学
年
)
以
後

の
教
育
課
程

で
の
活
動
、
能
力
、
進
歩
の
総
合
成
績
、
生
徒

の

一
般
的
行
動
を
検
討
し
た
後
に
、
進
級
の
可
否
を
決
定
す
る
。
総
点
二
〇
点
の

う
ち
、
少
な
く
と
も

一
ヵ
月
以
前
に
生
徒
は
自
分
の
選
択
す
る
最
終
学
年
で
の
専

攻
科
を
通
知
さ
れ
る
。
学
級
担
任
教
師
は
生
徒
の
能
力
に
応
じ
て
専
攻
科
を
指
示

す
る
。
生
徒
は
、
そ
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
進
級
試
験
を
受
験
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
生
徒
が
大
学
入
学
資
格
試
験
に
落
第
し
た
場
合
に
は
、
学
校
長
は

内
申
書
と
大
学
入
学
資
格
試
験
成
績
、
ま
た
必
要
な
ら
ば

一
九
六
五
年
二
月
二
五

日
の
通
達
に
よ
る
新
試
験
後
に
、
学
級
担
任
教
師
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、
最
終

学
年
で
の
再
履
修
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
学
級
、
第

一
学
級
、
完
成

学
級

へ
の
進
級
に
は
厳
し
い
競
争
試
験
が
行
な
わ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

学
内
試
験
委
員
会
は
、
試
験
成
績
と
平
素

の
学
習
成
績
を
考
慮
し
て
、
A口
否
の

判
定
を
下
す
。
生
徒
は
第

一
学
級
古
典
科
ま
た
は
近
代
科
教
育
課
程

の
試

験

後

に
、
完
成
学
級
哲
学
科
、
数
学
科
、
実
験
科
学
科

へ
進
級
す
る
。
ま
た
第

一
学
級

技
術
科

(T
㌘
科
)

教
育
課
程

の
試
験
後
に
、

完
成
学
級
の
数
学

。
技
術
科
ま
た

は
技
術

・
経
済
学
科

へ
進
級
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
は

一
九
六
五

年
の
新
学
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り

(13,396)
、

一
九
六
五
年
に
は
七
六
%

が
こ
の
よ
う
な
方
法
で
進
級
し
た
。

三

一
九
六
三
年
か
ら

一
九
六
五
年
に
お
け
る
申
等
学
校
教
育
制
度

の
改
革

生
徒
個
々
人
の
能
力

・
適
性
に
よ
っ
て
の
み
進
路
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
教
育

の
民
主
化

の
理
念
を

一
層
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

一
九
六
三
年
八
月
三
日

付

の
大
統
領
令
に
よ
っ
て
、中
等
学
校
教
育
は
第

一
期
課
程

(第

一
学
年
か
ら
第
四
学

年
ま
で
)
と
第
二
期
課
程

(第
五
学
年
か
ら
第
七
学
年
ま
で
)

の
二
つ
の
課
程
に
分
け

ら
れ
、
第

一
期
課
程

(前
期
中
等
教
育
)
の
四
年
間
に
お
い
て
は

一
貫
し
た
能
力

・

適
性

の
観
察
と
そ
の
結
果
に
基
づ
く
進
路
指
導
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
、
前
期
中
等
教
育
機
関
の
統

一
化
、
す
な
わ
ち
学
校
体
系
の
単
線
化
を
は

か
る
と
と
も
に
、
進
路
指
導
の
充
実
を
背
景
に
生
徒
の
学
科
間
の
移
行
が
円
滑
に

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
第

一
期
課
程
に
お
け
る
す
べ
て
の
コ
ー
ス

・
学

科
を
も
つ
総
合
制
の
前
期
中
等
教
育
機
関
と
し
て
、
前
期
総
合
中
等
学
校
が
新
設

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
前
期
総
合
中
等
学
校
は
、

一
九
七

一
年
現
在
、
す

べ
て
の
公
立
学
校
の
前
期
中
等
教
育
課
程
在
籍
者
の
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
収
容

し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
前
期
課
程
の
教
育
は
す
べ
て
前
期
総
合
中
等
学
校

で
行

二
二



〔第4図 〕 中等 学校後期課程(1966年 以降)と 大学入学資格試 験(1968年 以降)と の連絡一覧 表
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人

文

学

論

集

数 学.1数 学.

博物学科 技 術 科

C

数 学 ・

物理学科

B

経済学 ・

社会学科

 

・

科

A

学

学

哲

文

e-
E

数 学 ・

技 術 科

↑
T

工学 ・技術

科

T

 

　

・
科

D

学

騨

数

博

E-

・
科

c

学

鮮

数

物

T鰭 ゜)科

＼/
＼ ノ

B

経済学 ・

社会学科

理物

C

・

科

学数

学

<-

　

E-

A

哲 学 ・

文 学 科

・

科

学

学

B

済

会

経

社

F-

C(理)科

 

f-

完 成 学 級

(後期第3学 年)

＼ ↑＼
＼{

第二段階教育 前 期 末 進 路 指 導

A

哲 学 ・

文 学 科

TT

!ノ

第 一 学 級

(後期第2学 年)

A(文)科

 

級

痢

学

蝉

二

聯

第

酸

一
四

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
六
五
年
六
月

一
〇
日
付
の
大
統
領
令
に
よ
り
、
第
二
期
課

程
、
す
な
わ
ち
三
年
間
の
後
期
中
等
教
育
課
程
に
お
け
る
普
通
教

育

コ
ー
ス

(高
等
教
育
機
関
進
学
コ
ー
ス
)

に
つ
い
て
の
改
革
が
実

施
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
従
来
普
通
教
育

コ
ー
ス
の
第

一
年
目
と
第
二

年
目
に
は
、
古
典
科
A
、
運
、
B
、
C
の
四
学
科
、
近
代
科
M
、

M
の
二
学
科
、
技
術
科
T
、
T
の
二
学
科
の
合
計
八
学
科
、
ま
た

第
三
年
目
に
は
、
哲
学
、
基
礎
数
学
科
、
実
験
科
学
科
、
数
学

・

技
術
科
、
技
術

・
経
済
学
科
の
五
学
科
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

大
学
入
学
資
格
試
験
の
各
専
攻
学
科
に
対
応
し
て
い
た
が
、
第
4

図
に
示
す
通
り
、
第

一
年
目
の
学
科
は
A
文
科
、
C
理
科
、
T
工

学

・
技
術
科
の
三
つ
の
学
科
ま
た
第
二
年
目
の
学

科

は

A

文
学

科
、
B
経
済
学

・
社
会
学
科
、
C
数
学

・
物
理
学
科
、
D
数
学

・

博
物
学
科
お
よ
び
T
工
学

・
技
術
科
の
五
学
科
に
縮
少
さ
れ
る
と

と
も
に
、
第

一
年
目
に
お
け
る
各
学
科

の
教
育
課
程
に
つ
い
て
は

で
き
る
限
り
同
質
性
と
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
し
、
は
っ
き

り
し
た
専
門
分
化
は
第

二
年
目

(中
等
第
六
学
年
)
以
降
に
行
な
わ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
措
置
に
ょ
り
、
進
路

の
変
更
は
後
期

中
等
教
育
第
二
年
目

へ
進
む
段
階
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
前
期
中
等
教
育
課
程
に
お
け
る
進
路
指
導

の
徹
底
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
中
等
学
校
後
期
教
育
課
程
に
お
け
る
コ
ー
ス
編
成
は
次
の



通
り
で
あ
る
。

①

普
通
教
育

コ
ー
ス

理
論
的
な
教
育
に
主
眼
を
置
き
、
大
学
入
学
資
格
免

状
に
よ

っ
て
そ
の
修
了
が
認
定
さ
れ
る
学
問
中
心
コ
ー
ス
。

②

職
業
教
育

コ
ー
ス

実
際
的

、実
務
的
な
職
業
技
術
教
育
に
主
眼
を
置
き
、

「中
級
技
術
者
免
状
」
に
よ

っ
て
そ

の
修
了
が
認
定
さ
れ
る
職
業
中
心
コ
ー
ス
。

⑧

技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得

コ
ー
ス

理
論
的
な
教
育
と
実
際
的
な

職
業
技
術
教
育
と
を
合
わ
せ
行
な
い
、
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
に
よ
っ
て
そ

の
修
了
が
認
定
さ
れ
る
学
問
兼
職
業

コ
ー
ス
。

普
通
教
育

コ
ー
ス
の
中
等
学
校
後
期
第

]
学
年
の
教
育
課
程
は
、
第
8
表
に
示

す
通
り
、
A
文
科
、
C
理
科
、
T
工
学

・
技
術
科
の
三

つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

こ

の
後
期
第

一
学
年
段
階
で
は
、
各
人

の
能
力

・
適
性
に
合
致
し
た
進
路
を
保
障
す

る
と
い
う
原
則
に
よ
っ
て
、
文
科
ま
た
は
理
科
か
ら
理
科
ま
た
は
文
科

へ
の
相
互

の
移
行
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
文
科
と
理
科

の
教
育
課
程
は
そ
れ
ぞ
れ
非
常

に

類
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

A
文
科
は
C
理
科
に
比
べ
て
古
典
語
ま
た
は
現
代
外
国
語
を
重
視
し
て
い
る
。

「
物
理
学

・
化
学
」
は
、
物
理
学
、
化
学
、
実
験

・
実
習

の
三
分
野
か
ら
成
り
、

A
文
科
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
時
間
ず

つ
、
C
理
科
で
は
、
二
時
間
三
〇
分
、

一
時

間
、

一
時
間
三
〇
分
と
な

っ
て
い
る
。
T
工
学

・
技
術
科
で
は
、
C
理
科
に
お
い

て
よ
り
も
化
学

の
時
間
数
が
多
く
、
物
理
学
二
時
間
、
化
学
お
よ
び
実
験

・
実
習

と
も

一
時
間
三
〇
分
と
な
っ
て
い
る
。

選
択
教
科
は
、
図
画
、
工
作
、
音
楽
お
よ
び
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
技
術

の
四
教
科

・
科
目
で
あ
る
。
タ
イ
。フ
ラ
イ
タ
ー
技
術
は
、
経
済
学
入
門
を
選
択
し
た
生
徒
の

た
め
の
も
の
で
あ
る
。
理
科

の
生
徒

は
、
こ
れ
ら
選
択
教
科
の
ほ
か
に
、
三
時
間

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

〔第8表 〕 中等学校後期第1学 年の教科別週間授業時間

T
工学 ・技術科

 

科
U

理科
　

文一
3

2

3

FO

尸り

ρ0

ハ0

2

d
1
d
+
M

M

厂0

ド0

2

4

4

3

3

3

4

3

3

2

国 語

歴史 ・地理 ・公民科

現代外国語1

ラテン語 または現代外国語 亜

諮 灘 緇欝外国謝}
もしくは経済学入 門

数 学

物 理 ・化 学

設 計(工 業デザイン)

実 習

体 育

 

必

須

科

　

322625^26

 

計

　　

　

　

-
亠

-

¶⊥

n6

図 画

工 作

音 楽

タイプ ライ ター技術

 

選
択
科
目

の
ギ
リ
シ
ア
語
な
い
し
現
代
外
国
語
亙
も
し
く
は
、
二
時
間

の
現
代
外
国
語
皿
の

基
礎
的
補
習
を
選
択
教
科
と
し
て
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

T
工
学

・
技
術
科
は
、
設
計

(工
業
デ
ザ
イ
ン
)
と
建
築

・
機
械
実
習
、
実
験
、

測
量
等
の
履
修
時
聞
数
が
、

=

一時
間
と
非
常
に
多
い
た
め
、
総
授
業
時
数
も
文

科
、
理
科
よ
り
六
時
間
多
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
技
術
科
が
、
大
学
の
理
学

一
五



人

文

学

論

集

部
や
高
等
専
門
学
校
な
ど
技
術
系
高
等
教
育
機
関
進
学
の
た
め
の
準
備
教
育
を
施

す
学
科
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
級
技
術
者
と
な
る
た
め
の
、
国
家
試
験

に
基
づ
き

授
与
さ
れ
る

「中
級
技
術
者
免
状
」
取
得
準
備
教
育
を
も
行
な
う
と
い
う
二
重
の

目
的
を
持

っ
た
学
科
で
あ
る
た
め
で
、
申
等
学
校
ば
か
り
で
な
く
技
術
中
等
学
校

に
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

中
等
学
校
後
期
第

二
学
年

(第

一
学
級
)
の
教
育
課
程
は
、
第
9
表

(N罵
零
)

に
示
す
通
り
、
A
文
学
科
、
B
経
済
学

・
社
会
学
科
、
C
数
学

・
物
理
学
科
、
D

数
学

・
博
物
学
科
、
T
工
学

・
技
術
科

の
五
学
科
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
学
入
学
資
格

試
験
の
五
種
類
の
専
攻
科
、
す
な
わ
ち
、
A
文
学
科
、
B
社
会
学

・
経
済
学
科
、

C
数
学

・
物
理
学
科
、
D
数
学

・
博
物
学
科
、
E
数
学

・
技
術
科
に

一
致
し
て
い

る
た
め
、
そ
の
教
育
課
程
は
相
当
専
門
的
と
な
る
。

A
文
学
科
で
は
、
文
科
系
教
育

一
七
時
聞
、
理
科
系
教
育
六
時
間
お
よ
び
体
育

の
合
計
二
五
時
間
が

一
週
の
必
修
時
間
数
で
あ
り
、
文
科
系
教
育
が
非
常
に
重
視

さ
れ
て
い
る
。

な
お
、

一
部
の
大
規
模
中
等
学
校
に
は
、
今
後
、
A
文
学
科
と
と
も
に

「芸
術

科
」
を
設
け
て
も
よ
い
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
芸
術
科

に
あ

っ
て
は
、
A
文
学
科

(国
語

・
歴
史

・
地
理

・
公
民
科
・
古
典
語
ま
た
は
現
代
外
国
語
)

の
共
通
科
目
の
ほ
か

に
、
合
計
六
時
間
の
芸
術
理
論
お
よ
び
実
技
が
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

B
社
会
学

・
経
済
学
科
で
は
、
文
科
系
教
育
は
A
文
学
科
と
同
じ

一
七
時
間
で

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
四
時
間
は
経
済
学
を
履
修
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
理
科

系
教
育
は
A
文
学
科
よ
り
も
二
時
間
三
〇
分
多
く
、
こ
れ
は
数
学
の
履
修
時
間
が

A
科
よ
り
も
多
い
た
め
で
、
B
社
会
学

・
経
済
学
科

の
数
学
は
、
統
計
数
学
初
歩

で
あ
る
。

=
ハ

〔第9表 〕 中等学校後期第2学 年の教科別週閥授業時間
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C
数
学

・
物
理
学
科
は
、
比
較
的

に
理
論
的
な
科
学
教
育
を
行
な
う
学
科

で
あ

る
。
理
科
系
教
育

の
履
修
時
問
数
は
B
科
よ
り
三
時
閲
三
〇
分
増
え
、
文
科
系
教

育

の
時
間
数
は
B
科
と
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
C
科
で
は
、

一
週
三
時
聞
の
現

代
外
国
語
皿
も
し
く
は
ギ
リ
シ
ア
語
を
選
択
教
科
と
し
て
履
修
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

D
数
学

・
博
物
学
科
は
、
C
数
学

・
物
理
学
科

ど
は
異
な
り
、
比
較
的
に
実
際

的
な
応
用
面
を
重
視
し
た
科
学
教
育
を
行
な
う
学
科
で
あ
る
。
文
科
系
、
理
科
系

教
育
と
も
、
履
修
時
間
数
は
C
科
と
同
じ
で
あ
る
が
、
D
数
学

・
博
物
学
科
で
は

博
物
学

(動
物
学

・
植
物
学
・
鉱
物
学

・
地
質
学
な
ど
の
総
称
)

を
履
修
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
る
。
D
数
学

・
博
物
学
科

の
数
学
は
応
用
数
学
で
あ
る
。

T
工
学

・
技
術
科
は
、
設
計

・
製
図
、
工
業
実
習
、
実
験

・
実
習
を
初
め
と
し

て
、
測
量
等
現
場

の
実
地
教
育
を
主
体

と
し
、
こ
れ
に
理
論
的
な
科
学
教
育
を
緊

密
に
結
び
つ
け
た
教
育
を
行
な
う
学
科

で
あ
る
。
T
科
の
理
科
系
な
い
し
技
術
系

教
育

の
履
修
時
間
数
は
、
週
間
総
授
業
時
数
の
ほ
ぼ
七
割
に
達
し
、
こ
の
た
め
週

閲
総
授
業
時
数
も
A
科
よ
り
七
時
聞
多

い
。

中
等
学
校
後
期
第
三
学
年

(完
成
学
級
)

の
教
育
課
程
は
、

第
10
表

(21,269)

に
示
す
通
り
、
各
学
科
の
教
育
課
程
の
専
門
化
は
強
化
さ
れ
、
い
か
な
る
学
科
に

所
属
す
る
か
に
よ
っ
て
、
各
生
徒
が
将
来
進
む
べ
き
高
等
教
育
機
関
も
し
く
は
専

攻
が
決
定
さ
れ
る
。

A
文
学
科
は
、
大
学

の
文
学
部
か
法
学
部
に
進
む
た
め
の
教
育
を
行
な
う
。
A

文
学
科

の
履
修
科
目
ば
、
数
学
が
選
択
科
目
と
し
て
二
時
間
認
め
ら
れ
る
以
外
は

す
べ
て
文
科
系
科
目
の
み
で
、
哲
学
が
必
修
科
目
と
な
る
。
古
典
語
お
よ
び
現
代

外
国
語
選
択
群

の
科
目
の
組
合
せ
は
、
①
現
代
外
国
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ア

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

〔第10表〕 中等学校後期第3学 年の教科別週間授業時間
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人

文

学

論

集

語
、
②
ラ
テ
ン
語
、
現
代
外
国
語
二
科
目
、
③
現
代
外
国
語
三
科
目
の
三
通
り
あ

り
、
生
徒
は
い
ず
れ
か

一
つ
の
組
合

せ
を
選
ぶ
。
な
お
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
現
代
外

国
語
狂
お
よ
び
現
代
外
国
語
皿
の
い
ず
れ
か

一
つ
を
選
択
履
修
す
る
代
わ
り
に
数

学
を
履
修
す
る
こ
と
も
で
き
、
ギ
リ

シ
ア
語
、
数
学

の
ど
ち
ら
か

一
つ
を
選
択
し

た
者
は
そ
れ
以
外
の
他
の

一
つ
を
選
択
教
科
と
し
て
履
修
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

B
経
済
学

・
社
会
学
科
は
、

大
学

の
文
学
部

(社
会
科
学
系
学
問
領
域
専
攻
)
、

法
学
部

(経
済
学
専
攻
)
に
進
学
す
る
者

の
教
育
を
行
な
う
。

C
数
学

・
物
理
学
科
は
、
大
学

の
理
学
部

(数
学

・
物
理
学
専
攻
)

に
進
学
す
る

者

の
教
育
を
行
な
う
。
C
数
学

・
物

理
学
科
で
は
、
語
学
は
現
代
外
国
語
を

一
科

目
履
修
す
る
だ
け
で
よ
く
、
週
間
総
授
業
時
数

の
ほ
ぼ
半
分
が
数
学
お
よ
び
物
理

・
化
学
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
学
科
で
は
、
三
時
間
の
ラ
テ
ン
語
、

ギ
リ
シ
ア
語
も
し
く
は
現
代
外
国
語
H
を
選
択
教
科
と
し
て
履
修
す
る
こ
ど
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

D
数
学

・
博
物
学
科
は
、
大
学
の
理
学
部

(博
物
学
専
攻
)
、
医
学
部
お
よ
び
薬

学
部
に
進
学
す
る
者

の
教
育
を
行
な
う
。
D
数
学

・
博
物
学
科

の
数
学
は
、
C
科

の
数
学
か
ら
純
理
論
的
な
問
題
が
取

り
除
か
れ
、
応
用
数
学

の
観
点
か
ら
教
え
ら

れ
る
。

こ
の
学
科

の
博
物
学
は
生
物
学
を
重
視
し
て
い
る
。

T
工
学

・
技
術
科
は
、

工
業
科
教
育
修
了
免
状
と
と
も
に
、

大
学
の
理
学
部

(工
学
専
攻
)
、
技
術
短
大
部
に
進
学
す
る
者

の
た
め
の
教
育
を
行
な

っ
て
い
る
。

な
お

一
部

の
中
等
学
校
に
は
、
こ
の
工
学

・
技
術
科
と
と
も
に
、「
商
業
経
済
科
」

も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
T
工
学

・
技
術
科
は
、
大
学
入
学
資
格
試
験

の
専
攻
学
科

で
は
、
E
数
学

・
技
術
科
に
連
絡
し
て
お
り
、
合
格
す
れ
ば
技
術
科

大
学
入
学
資
格
免
状
を
得
る
と
ど
も
に
、

「国
立
工
芸
技
師
学
校
入
学
試
験
の
受

一
八

験
資
格
」

(23,155)
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
に
制
定
さ
れ
た
中
等
学
校
後
期
教
育
課
程
は
、

一
九
六
五
年
度
の

中
等
学
校
後
期
教
膏
課
程
進
学
者
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
新
教
育
課
程
修
了
者
は

一

九
六
八
年
に
出
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
新
制
度
に
よ
る
大
学
入
学
資
格
試
験
は
、

一
九
六
八
年
六
月
に
第

一
回
目

の
試
験
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ま
で

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
教
育
課
程
別
の
大
学
入
学
盗
格
試
験
が
行
な
わ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
暫
定
措
置
と
し
て
部
分
的
修
正
が
、

一
九
六
五
年

二

月
九
日
の
省
令

で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

、一
九
六
八
年
以
後

の
新
し
い
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
改
革
案
は
、

一
九
六
五

年
五
月
に
国
会
に
提
案
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
新
方
針
が
打

出
さ
れ
て
い
る
。

第

一
は
、
取
得
す
る
大
学
入
学
資
格
免
状
の
種
類
と
、
進
学
す
べ
き
学
部
の
種

類
を
直
結
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
ど
の
種
類
の
専
攻
学
科
の
合
格

者
で
も
、
自
己
の
選
択
し
た
学
部
に
進
学
で
き
た
。
例
え
ぼ
哲
学
科
の
大
学
入
学

資
格
免
状
取
得
者
が
医
学
部
に
進
学
す
る
こ
と
も
自
由
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
結
局
に
お
い
て
、
学
部

で
の
学
習
を
、
必
ず
し
も
能
率
的
に
履
修
で
き
な

い
学
生
を
多
数
産
み
出
す

一
因
ど
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
志
望
す
る
学
部

に
進
学
し
よ
う
と
す
る
受
験
者
は
、
大
学
入
学
資
格
試
験
の
受
験
時
に
、
志
望
学

部

へ
の
進
学
が
指
定
さ
れ
て
い
る
専
攻
学
科
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
。
も
し
専
攻
学

科
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
学
部
に
進
学
を
志
望
す
る
場
合
に
は
、
学
業
成
績

の
審
査
ま
た
は
特
別

の
進
学
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

二
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
進
学
す

べ
き
大
学
の
種
別
に
も
及
ぼ
そ
う
と
す
る
点

で
あ
る
。
長
年
の
伝
統

の
よ
う
に
、
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
が
、
ど
の
大
学



に
で
も
進
学

で
き
る
方
式

で
は
、
ど
う
し
て
も
パ
リ
大
学
に
学
生
が
過
度
に
集
中

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
は
出
身
地
域
の
大
学
区
の
大
学
各
学
部
に
進
学
す

る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
パ
リ
大
学
の
飽
和
状
態

を
緩
和
し
、
地
方
大
学
を
充
実
さ
せ
、
ひ
い
て
は
地
方
文
化
の
振
興
に
も
役
立
つ

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

第
三
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
大
学
入
学
資
格
試
験
に
合
格
し
さ
え
す
れ
ば
、

学
部
に
進
学
で
き
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、試
験
合
格
の
成
績
が
下
位
で
あ
れ
ば
、

学
部
に
で
は
な
く
、
新
設
の
技
術
短
大
部
に
進
学
す
る
よ
う
に
勧
告
さ
れ
る
。
こ

の
新
し
い
型
の
学
校
は
、

一
九
六
六
年
度
か
ら
す
で
に
技
術
短
大
部
と
し
て
発
足

し
て
い
る
。

な
お

一
九
六
八
年
以
降
の
大
学
入
学
資
格
試
験
の
構
成
の
特
色
を
示
す
と
、
専

攻
科
の
種
類
は
A
哲
学

・
文
学
科
、
B
経
済
学

・
社
会
学
科
、
C
数
学

。
物
理
学

科
、
D
数
学

・
博
物
学
科
、
E
数
学

・
技
術
科

の
五
専
攻
学
科
で
あ
っ
て
、
筆
記

試
験
の
科
目
数
は
若
干
数
増
加
し
、

口
述
試
験
が
大
幅
に
復
活
し
て
い
る
。
ま
た

自
由
選
択
科
目
を
設
J
る
専
攻
学
科

も
あ
り
、
こ
の
成
績
を
加
味
す
る
場
合
も
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

四

一
九
七
〇
年
以
降
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度

の
改
革
と
今
後

の

展
望

一
九
七
〇
年
三
月

一
九
日
付
省
令
に
よ
り
、
A
文
科
と
T
工
学

・
技
術
科
に
つ

い
て
は
第
二
年
目
以
降
の
進
路
の
決
定
に
柔
軟
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
選
択
教

科

・
科
目
の
組
合
せ
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
8
種
類
(A
1
～
A
5
、
衄
1
～
衄
3
)

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

と
3
種
類

(T
1
～
T
3
)
の
選
択

コ
ー
ス

(学
科
)
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
。
そ
の
後
、

一
九
七

一
年
以
降
、
選
択
教
科

・
科
目
の
組
合
せ
が
数
回

一
部
改

訂
さ
れ
、
第
11
表

(31,55)
に
示
す
通
り
定
め
ら
れ
た
。

A
文
科
か
ら
分
か
れ
た
八
つ
の
学
科
、
T
工
学

・
技
術
科
か
ら
分
か
れ
た
三

つ

の
学
科
と
C
理
科

の
合
計

一
二
学
科
は
、
後
期
中
等
教
育
課
程
の
第
二
、
第
三
学

年
に
お
け
る
普
通
教
育

コ
ー
ス
と
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得

コ
ー
ス
の
二

つ
の
コ
ー
ス
の
共
通
の
根
幹
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
つ
の
コ
ー
ス

は
、
こ
れ
ら

の
=

一
の
学
科
を
基
盤
と
し
て
、
第
二
学
年
に
進
級
し
て
は
じ
め
て

分
化
す
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
職
業
教
育

コ
ー
ス
は
、
普
通
教
育

コ
ー
ス
や
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状

取
得

コ
ー
ス
と
は
別
建
て
と
な

っ
て
お
り
、
通
常
後
期
中
等
第

一
学
年
か
ら
分
化

し
て
い
る
。

後
期
中
等
第
二
、
第
三
学
年
に
進
級
す
る
と
、
普
通
教
育

コ
ー
ス
は
、
①
文
学

科
、
②
経
済
学

・
社
会
学
科
、
③
数
学

・
物
理
化
学
科
、
④
数
学

・
博
物
学
科
、

⑤
数
学

・
技
術
科

の
五
つ
の
学
科
に
分
か
れ
、
所
定
の
国
家
試
験
に
合

格

す

れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科

の
名
称
を
付
し
た
大
学
入
学
資
格
免
状
が
授
与
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

ま
た
、
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得

コ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
第
二
、
第
三

学
年
に
進
級
す
る
と
、
①
秘
書
科
、
②
簿
記
会
計
科
、
③
商
業
技
術
科
、
④
機
械

工
学
科
、
⑤
電
子
工
学
科
、
⑥
電
気
学
科
、
⑦
建
築
学
科
、
⑧
物
理
学
科
、
⑨
化

学
科
、
⑩
生
物

・
生
化
学
科
、
⑪
情
報
科
学
科
の
十

一
の
コ
ー
ス

.
学
科
に
分
か

れ
、
所
定

の
国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
領
域
の
名

称
を
付
し
た

「
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
」
が
授
与
さ
れ
る
。

一
九



〔第11表 〕 申等学校後期第1学 年の専攻学科 と週 間授業時間数(1970年3月9日 省令)
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さ
ら
に
、

「中
級
技
術
者
免
状
」
を
取
得
す
る
た
め
の
職
業
教
育

コ
ー
ス
に
お

い
て
は
、
専
門
職
業
技
術
部
門
ご
と
に
設
け
ら
れ
る
約
四
〇
の
学
科
が
あ
り
、
こ

れ
ら

の
学
科
は
、
後
期
中
等
教
育
第

一
学
年
か
ら
分
科
し
て
い
る
。
し
か
し
、
普

通
教
育

コ
ー
ス
の
第

一
学
年

の
丁
工
学

・
技
術
科
の
生
徒
は
、
第
二
学
年
に
進
級

す
る
時
に
、
い
く

つ
か
の
中
級
技
術
者
免
状
取
得

コ
ー
ス

・
学
科
の
第
二
学
年
に

入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お

一
九
七
二
年
に
お
け
る
中
等
学
校
後
期
教

育
課
程
と
大
学
入
学
資
格
試
験
各
専
攻
学
科
と
の
連
絡
は
、
第
5
図
に
示
す
通
り

で
あ
る
。

一
九
七

一
年
に
お
け
る
す

べ
て
の
公
立
中
等
学
校
の
後
期
第
二
学
年
在
籍
者
の

専
攻
学
科
別
構
成
は
、
第
12
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
後
期
申
等
教
育
第
二
学
年

生
徒
の
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
普
通
教
育

コ
ー
ス

(大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
コ
ー
ス
)

に
在
籍
し
て
お
り
、
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得

コ
ー
ス
在
籍

者

は

二

七

パ
ー
セ
ン
ト
で
、

職
業
教
育

コ
ー
ス

(申
級
技
術
者
免
状
取
得
コ
ー
ス
)

在
籍
者
は

四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

ま
た

一
九
七

一
年
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試
験
の
受
験
者
数
と
合

格
者
数
な
ら
び
に
合
格
率
を
各
学
科
別

に
み
る
と
、
第
13
表

(5,VI)

に
示
す
通

り
で
あ
る
。

一
九
七

一
年

の
受
験
登
録
者
総
数
は

二
一
万
七
千
人
に
達
し
た
が
、
こ
れ
ほ
前

年

の

一
九
七
〇
年

の
受
験
登
録
者
総
数

二

一
万
人
よ
り
も
三

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
増

加
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
実
際

の
第

一
次
試
験
受
験
者
総
数
は
受
験
登
録
者

の
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
二

一
万
三
二
四
人
で
あ
っ
た
。

第

一
次
試
験
に
お
い
て
、
二
〇
点
満
点
中
少
な
く
と
も

一
二
点
以
上
の
平
均
得

点
を
得
た
合
格
者
数
は

一
九
-七
〇
年
と
同
じ
く
三
八
、
○
○
○
人

(実
受
験
者
の
一

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

八

パ
ー

セ
ン
ト
)

で

あ

る
。

合

格

率

の
最

も
高

い
学

科

は

A

1

(
ラ
テ
ン
語

・
ギ
リ

シ

ア
語
)
科

、

A

2

(
ラ
テ
ン
語

・
外
国
語
)
科

、

A

3

(
ラ
テ
ン
語

.
数
学
)
科

、
A

6

(音
楽
教
育
)
科

、

C

(数
学

・
物
理
学
)
科

で
あ

り

、
合

格

率

の
最

も
低

い
学

科

は

レ

(農
学

・
技
術
)
科

と

E

(数
学

.
技
術
)
科

で
あ

る
。
二

〇
点

満

点

中

七
点

以

上

で

八
点

未

満

の
平

均

得

点

を

得

た

者

は

一
力
年

を

限

っ
て
再

受

験

を

認

め
ら

れ

る

が
、

こ

れ
ら

の
再

受

験

許

可

者

は
四

七
、

九

〇

〇
人

(実
受
験
者

の
二
一ニ
パ
ー
セ
ン

〔第12表〕1971年 度申等学校後期第2学 年在籍者の専攻学科別構成

比 率(%)陵 人員(人)別種

..

147,107
大学入学資格免状

取 得 各 専 攻 学 科

26.957,570

技術者大学入学資格

免状取得各専攻学科

4.39,227
中級技術者免状

取 得 各 専 攻 学 科

100.0213,904

 

計合

ト
)
に
達
し
て
い
る
。

第

一
次
試
験
に
お
い
て
二
〇

点
満
点
中
八
点
か
ら

一
二
点
ま

で
の
平
均
得
点
を
得
た
者
だ
け

が
、
第
二
次
試
験
を
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
第
二
次
試

験
の
実
受
験
者
は

一
二
三
、
九

六
〇
人
で
あ
り
、
そ
の
中
の
合

格
者
数
は

一
〇
三
、
八
六

一
人

(約
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
)

で
あ

っ

た
。第

6
図
に
示
す
通
り
、
結
局

一
九
七

一
年
に
お
け
る
大
学
入

学
資
格
免
状
取
得
者
総
数
は

一

四

一
、
九
七
五
人
で
あ
り
、
前

年
の

一
九
七
〇
年
と
比
べ
る
と

一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
上
廻

っ
て

一二



〔第5図 〕1972年 における中等学校後期課程 と大学入学資格試験各専攻科 との連絡一覧
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〔第13表 〕1971年 度大学入学資格試験の合格者数 と合格率
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い
る
。
し
か
し
実
受
験
者
数
の
合
格
率
は
、
前
年
度
の
六
九

.
五
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
六
七

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
く
な

っ
て
い
る
。
た
だ
し
各
学
科
ご
と
の
合
格
率

で
は
、

一
九
七
〇
年
と

一
九
七

一
年

の
間
で
は
ま
ち
ま
ち
に
な

っ
て
い
る
。

前
年
度
と
比

べ
て
、
合
格
者
数
で
最
も
増
加
し
た
学
科
は
新
設
の
α

(農
学
.

技
術
)
科

で
あ

っ
て
、
増
加
率
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
B
(経
済
学

.
社
会
学
)

科
の
合
格
者
数
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
C
(数
学

.物
理
学
)

科
は

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た
D

(数
学

・
博
物
学
)
科
は
七
パ
ー
セ

ン

ト
増

加

し
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
E

(数
学

・
技
術
)
科
の
合
格
者
数
に
は
変
動
は
な

く
、
A

(哲
学

・
文
学
)
科
で
は
七
パ
ー
セ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。

第
6
図
に
示
す
通
り
、

C

(数
学

・
物
理
学
)
,科

の
合
格
者
数
は

一
九
六
九
年

に
お
け
る
大
学
資
格
免
状
取
得
者
総
数
の
中
の

一
五

.
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
底
と
し

て
、
次
第
に
上
向
き
の
傾
向
を
示
し
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に

一
九
七
二
年
度
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試
験
お
よ
び
技
術

者
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試
験
の
受
験
者
数
と
合
格
者
数
な
ら
び
に
合
格
率
を

各
学
科
別
に
み
る
と
、
第
14
表

(31,6
0)
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
普
通
教
育

コ
ー
ス
の
修
了
を
認
定
す
る
大
学
入
学
資
格
免
状

の
取
得
者
数
は
、
全
学
科
を
合
わ
せ
る
と
約

一
四
七
、
○
○
○
人

(平
均
合
格
率
六

六
パ
ー
セ
ン
ト
)
で
、
最
も
多

い
の
が
文
学
科
の
五
九
、
○
○
○
人
、
最
も
少
な
い

の
が
数
学

・
技
術
科
の
五
、
○
○
○
人
と
な

っ
て
い
る
。

技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
の
取
得
者
数
は
全
学
科
を
合
わ
せ
る
と
約
三
七
、

○
○
○
人

(平
均
合
格
率
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
)

で
、

こ
れ
は

大
学
入
学
資
格
免
状
取

得
者
中

の
四
分

の

一
に
相
当
し
て
い
る
。
最
も
合
格
者
数
の
多
い
学
科
は
秘
書
科

で

一
二
、
○
○
○
人
、
次

い
で
簿
記
会
計
科
、
機
械
工
学
科
、
電
気
学
科
の
順
に

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

〔第6図 〕大学入学資格試験合格者100入あたりの各専攻科合格者の分布状況
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〔第14表 〕1972年 度大学入学資格試験 の合格 者数 と合格率

合 格 率
(%)

合格者数
(人)

受験者数
(人)

 

科攻専試験の種類

70.9

64.9

59,404

15,494

:1/

23,856

67.826,86139,627

60.940,37166,258

58.35,2228,956

A哲 学 ・文 学 科

B経 済学 ・社会学科

C数 学 ・物理化学科

D数 学 ・博 物 学 科

E数 学 ・技 術 科

66.2147,32222,497

 

計

大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試
験

69.412,1.4817,505

58.07,619

60.12,855

52.45,462

13,128

4,749

10,414

62.81,506

54.53,615

2,397

6,628

秘 書 科

簿 記 会 計 科

商 業 技 術 科

機 械 工 学 科

電 子 工 学 科

電 気 学 科

58.76721,144

 

科学築建

65.5258394科

 

学理物

59.81,0011,675

 

科学化

..1,2222,079

69.7486697

生 物 ・生 化 学 科

情 報 科 学 科

60.636,84460,810

 

技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試
験

計

二
四

合
格
者
数
が
多
い
。
合
格
者
数
が
最
も
少
な
い
の
は
物
理

学
科
で
二
五
八
人
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
情
報
科
学
科
や
建
築

学
科
の
合
格
者
数
も
七
〇
〇
人
以
下
に
す
ぎ
な
い
。

な
お
、
職
業
教
育

コ
ー
ス
の
修
了
を
認
定
す
る
中
級
技

術
者
免
状
の
取
得
者
は
、

一
九
七

一
年
度
で
合
計
六
、
二

二
六
人

(同
免
状
取
得
試
験
受
験
者
総
数
九
、
ご
五
五
人
)
で
、

そ
の
う
ち
の
四
割
弱

(二
、
四
〇
一
人
)
が
保
建
衛
生
や
社

会
福
祉
関
係

の
学
科

の
修
了
者
で
占
あ
ら
れ
て
い
る
。

第
11
表
に
示
す
よ
う
に
、
中
等
学
校
後
期
普
通
教
育

コ

ー
ス
の
第

一
学
年
に
お
い
て
は
、
学
科
間
の
同
質
性
を
高

め
る
た
め
に
履
習
教
科

・
科
目
の
大
幅
な
選
択
制
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
論
的
な
教
育
と
実
際
的

・
実
務

的
な
職
業
技
術
教
育
と
の
調
和
を
は
か
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
そ
し
て

一
九
六
七
年
に
入
り
、
こ
の
普
通
教
育

コ
ー

ス
の
第

一
学
年
の
三
学
科
を
根
幹
と
し
て
、
理
論
教
育
と

そ
の
応
用
的
な
職
業
技
術
教
育
蒙

合
わ
せ
行
な
う
学
科

が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
学
科
は
そ
の

後
年
毎
に
増
設
さ
れ
て
き
て
い
る
。

第
7
図
に
示
す
通
り
、

一
九
六
九
・年
た

入

っ
て
、

こ

れ
ら
の
新
設
学
科

の
修
了
者
に
対
し
て
新
た
に
技
術
者
大

学
入
学
資
格
免
状
と
称
す
る
国
家
免
状
が
授
与
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
。

こ
の
新
し
い
国
家
免
状
の
創
設
に
あ
た
っ

て
は
、
教
育

の
民
主
化
と
大
衆
化
、
ま
た
人
材

の
開
発
と
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い
う
教
育
改
革

の
理
念
に
則
し
て
、
次
の
よ
う
な
諸
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

e
従
来
、
大
学
に
入
学
す
る
た
め
に
は
大
学
入
学
資
格
免
状
を
取
得
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
六
四
年
に
、
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
の
ほ

か
、
中
級
技
術
者
免
状
を
取
得
し
た
者
の
う
ち

一
定
要
件
を
み
た
し
得
る
者
も
大

学
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
が
、
こ
の
措
置
は
ほ
と
ん
ど
実
効
性

が
な
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

し
か
し
、
こ
の
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
は
大
学
入
学
資
格
免
状
取

得
者
と
同
じ
資
格
に
お
い
て
原
則
と
し
て
希
望
す
る
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
ま
た
好
条
件
で
就
職
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

口
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試
験

の
受
験
資
格
は
、
大
学
入
学
資
格
試

験
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
後
期
中
等
教
育

の
修
了
者
ば
か
り
で
な
く
、
技
術
者
大

学
入
学
資
格
免
状
取
得
コ
ー
ス
で
習
得
さ
れ
る
程
度

の
知
識

・
技
術
を
必
要
と
す

る
職
業
部
門
の
職
歴
が
二
年
以
上
で
、
か
つ
二
〇
歳
以
上
の
者
に
も
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
職
歴
を
有
す
る
受
験
者
に
対
し
て
は
、
第

一
次
試
験
に

合
格
す
れ
ぼ
引
き
続
き
五
年
問
は
第

二
次
試
験
だ
け
を
受
験
す
れ
ば
よ
い
こ
と
、

お
よ
び
外
国
語
の
試
験
は
免
除
さ
れ
得
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

日
約
四
〇
の
専
門
職
業
技
術
部
門
ご
と
に
授
与
さ
れ
る
申
級
技
術
者
免
状
の
取

得
者
の
う
ち
、
①
応
用
生
物
、
②
建
築
、
③
社
会
福
祉
、
④
公
共
団
体
事
務
、
⑤

精
密
機
械

の
五
部
門

(学
科
)

の
免
状
取
得
者
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

(学
科
)

の
名
称
を
付
し
た
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
を
授
与
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
彼
ら
に
大
学
入
学
の
資
格
を
認
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
を
取
得
す
る
た
め
の
コ
ー
ス
と

学
科
を
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス

・
学
科
に
多
く

の
優
秀
な
生
徒
を
吸
収
す
る

一
方
、
就
業
者
に
対
し
て
も
職
業
資
格
の
向
上

へ
の

道
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
不
足
し
て
い
る
技
術
者
の
養
成
を
は
か

っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

な
お
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得

コ
ー
ス
の
情
報
科
学
科
の
教
科
別
週
間

授
業
時
数
、
同
学
科
の
修
了
を
認
定
す
る
技
術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試
験

二
五
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の
試
験
の
試
験
科
目
、
試
験
時
間
、
各
科
目
別
の
配
点
指
数
は
、
第
15
表
に
示
す

通
り
で
あ
る
。

ま
ず
情
報
科
学
科
の
第
二
学
年

に
入
れ
る
者
は
、
第
5
図
に
示
す
通
り
、
普
通

教
育

コ
ー
ス
の
第

一
学
年
の
C
理
科
ま
た
は
T
工
学

・
技
術
科
の
修

了

者

で

あ

る
。技

術
者
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試
験
は
、
第

一
次
試
験
と
第

二
次
試
験
に
分

か
れ
て
い
る
が
、
第

一
次
試
験
の
普
通
教
育
試
験
と
専
門
教
育
試
験

の
双
方
に
、

二
〇
点
満
点
中
八
点
以
上
の
平
均
得
点
を
得
た
者
だ
け
が
第

二
次
試
験
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

試
験
の
結
果
は
、
各
試
験
教
科

目
ご
と
に
零
点
か
ら
二
〇
点
の
評
点
に
ょ
り
評

価
さ
れ
、
平
均
得
点
は
、
各
教
科

目
別
評
点
に
当
該
教
科
目
の
配
点
指
数
を
乗
じ

て
得
た
数
の
合
計
を
配
点
指
数
合
計

で
除
す
こ
と
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
第
二
次
試
験
の
普
通
教
育
試
験
と
専
門
教
育
試
験
の
双
方
に
、
二
〇

点
満
点
中

一
〇
点
以
上
の
平
均
得

点
を
得
た
者
は
合
格
者
と
し
て
、
技
術
者
大
学

入
学
資
格
免
状
を
振
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第

一
次
試
験
の
普
通
教
育
試
験
と
専
門
教
育
試
験
の
双
方
に
、
二
〇
点

満
点
中

一
〇
点
以
上
の
平
均
得
点

を
得

た

者

の
う
ち
、
三
年
間
の
後
期
中
等
教

育
を
履
習
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
内
申
書
を
検
討
し
た
後
、
第
二
次
試
験
の
全
部

ま
た
は

一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
正
規
の
後
期
中
等
教
育

を
習
得
し
て
い
な
い
既
就
業
受
験
者
に
対
し
て

は
、
外
国
語
の
試
験
を
免
除
し
、
外
国
語
の
配
点
指
数
を

「
経
済
学

・
経
営
管
理

技
術
」
に
付
加
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
第

二
次
試
験

の
選
択
口
述
試
験
の
う
ち
、

「国
語
」
、

「
数
学
」
、

「

二
六

経
営
学

・
経
営
管
理
技
術
」
の
得
点
は
、
第

一
次
試
験
の
当
該
教
科

の
得
点
よ
り

も
高
い
場
合
に
だ
け
こ
れ
を
第

一
次
試
験
の
得
点
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

「
外
国
語
亜
」
の
得
点
は
二
〇
点
満
点
申

一
〇
点
を
越
え
る
得
点
を
得
た
場
合
に

の
み
、
そ
の

一
〇
点
以
上
の
得
点
だ
け
が
合
格
点
算
定

の
基
準
得
点
に
算
入
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
中
等
教
育
制
度
の
大
衆
化
に
と
も
な
う
改
革

の
問
題
は
、

一

九
七
五
年
二
月

一
二
日
に
ア
ビ
文
相
が
、
フ
ラ
ン
ス
教
育
制
度
の
現
代
化
の
た
め

に
、
中
等
学
校
後
期
第
三
学
年
を

「完
成
学
級
」
か
ら

「
深
化
学
級
」
(虧りHb。)
と

改
称
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
が
、
現
在
ま
だ
き
わ
て
流
動
的
な
状
況
に

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試
験
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
そ
の

時
代
錯
誤
的
な
性
格
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
大
学
入
学
資

格
免
状
取
得
試
験
は
、
中
等
教
育
の
修
了
を
認
定
す
る
と
と
も
に

一
種
の
国
家
職

業
資
格
免
状
を
授
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
な
の
は
大
学
入
学
資
格
免
状
の
取

得
が
自
動
的
に
大
学
入
学
の
資
格
を
付
与
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
弊
害
は

二
つ
あ
る
。

そ
の

一
つ
は
、
大
学
入
学
者
の
選
抜
の
失
敗

で
あ
る
。
大
学
入
学
者
の
約
四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
は
、
な
ん
ら
の
資
格
証
書
や
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
中

途
退
学
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

他

の

一
つ
の
弊
害
は
、
大
学
入
学
資
格
免
状
の
相
対
的
な
価
値
の
低

下

で
あ

る
。
こ
れ
は
、
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
の
就
職
の
困
難
か
ら
明

ら

か

で
あ

り
、
就
職
で
き
な
け
れ
ば
大
学
入
学
資
格
免
状
は

一.片
の
紙
切
れ
に
す
ぎ
な
く
な

る
。こ

の
よ
う
な
弊
害
を
除
去
す
る
た
め
の
、

フ
ォ
ン
タ
ネ
文
相
の
提

案

の
要

旨



〔第15表〕 申等学校情報科学科と技術者大学入学資格免状取得試験との連絡一覧表

情報科学科
技術者大学入学資格免状取得試験

情報科学科
週 間 授 業 時 数

第 二 次 試 験第 一 次 試 験

配点

指数

 

講
㈲

口

述

筆

記

配点

指数

 

轢
㈲

口

述

筆

記

第
3
学
年

第
2
学
年

ID
I科 ・ 科

 

教

M

2

20

20

 

△

△

9
召
-
亠

4⊥

9
μ

9
臼

180

20

180

20

120

 

0

0

・

・

0

ワ
臼

2

9
臼

5

M

2

9
御

5

語

学

国

哲

現 代 世 界

外国語1(英 語)

学数

1

普

通

教

科

9
臼

00

00

20

20

30

○

△

○

3

尸0

180

300

 

・

・

n6

5

4
ム

4

2
岬

9
臼

5

4

プRグ ラミング応用実習4

2

材料工学応用物理学

経済学 ・経営管理技術

情 報 処 理 技 術

学H　材

皿

専

門

教

科

△ 20

体 育 ゜ ス ポ ー ツi55

合 計3434

外 国 語 豆1212

 

巫

　　社 会 ・家 庭 生 活

 

w
選
択
教
科

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

○ … …必 須 科 目

S△……選 択 科 目

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

e
中
等
学
校
前
期
教
育
課
程
に
お
け
る
必
要
な
コ

ー
ス
お
よ
び
学
科
の
並
存
。
こ
の
措
置
を
と
る
た
め

に
は
、
す
べ
て
の
生
徒
が
同

一
の
資
格
を
も

つ
教
員

の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

コ
ー
ス

・
学
科
間

の
移
行
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

口

大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試
験
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
に
と
っ
て
象
徴
的
か

つ
ほ
と
ん
ど
神
秘
的
な
価

値
を
も

っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
大
学
入
学
の
資
格
要
件
と
し

て
は
十
分
な
条
件
で
は
な
い
。
中
等
学
校
後
期
第

一

学
年
か
ら
、
生
徒
各
人
が
所
属

コ
ー
ス

・
学
科

の
い

か
ん
を
問
わ
ず
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
大
学
に
進

学
す
る
か
否
か
を
決
定
し
、
こ
れ
に
よ
り
進
学
者
が

自
動
的
に
選
抜
さ
れ
る
よ
う
な
し
く
み
を
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

日
経
済
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
試

験

を

新

設

し
、
中
等
学
校
後
期
教
育
課
程
に
経
済
技
術
教
育
を

導
入
し
、
新
し
い
学
習
方
式
に
よ
る
企
業
と
大
学
と

の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
学
校
教
育
を
経

済
界
の
要
請
に
応
じ
得
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

い
。

二
七



〔第16表 〕1905年 以降におけ る大学入学資格免状交付数

人

文

学

論

集

計
A
口

 

子女子男西 暦 年

6,159

7,063

7,711

10,516

10,819

15,566

11,939

27,777

27,315

33,145

41,433

61,499

63,453

66,225

75,474

86,729

96,924

105,839

133,257

169,422

137,015

167,307

176,766

184,199

191,239

26

131

502

1,326

1,967

3,708

3,379

9,292

11,719

14,106

18,816

29,864

30,540

33,033

36,203

43,648

47,489

54,530

65,191

87,930

72,016

88,233

94,292

100,067

106,155

6,133

6.932

7,209

9,190

8,852

11,858

8,560

18,485

15,596

19,039

22,617

31,635

32,913

33,192

39,271

43,081

49,435

51,309

・:1.・

81,492

64,999

79,074

82,474

84,132

85,084

1905

1910

1915

1920

1925

1930

1935

1940

1945

1950

1955

1960

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

二
八

第
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表

(4,24)
に
示
す
通
り
、
現
在
の
フ

ラ

ン
ス
で

は
、
毎
年
、
約
二
〇
万
人
分
の
大
学
入
学
資
格
免
状
が
交

付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
交
付
数
は

一
年
ご
と
に
増
加
し
て

い
る
。
中
世
以
来
の
由
緒
あ
る
、
社
会
的
に
も
尊
敬
さ
れ

て
き
た
大
学
入
学
資
格
免
状
制
度
は
、
交
付
数
の
増
加
に

よ

っ
て
社
会
的
威
信
を
喪
失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ま
た
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
に
と
も
な

う
利
益
も
失
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
は
た
し

て
大
学
入
学
資
格
免
状

の
価
値
と
か
意
義
自
体
は
、
正
当

な
理
由
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
固
有
な
意
味
で
の
文
化
的
側
面

か
ら
大
学
入
学
資
格
免
状

の
意
義
を
論
じ
よ
う
と
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
理
由
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
向

上
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
入
学
資
格

免
状
取
得
者
の
社
会
的
需
給
関
係
か
ら
み
た
就
職
と
か
社

会
的
地
位

の
昇
進
と
い
う
現
実
の
問
題
を
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
社
会

の
現
状
で
は
、
中
等
学
校
卒
業

程
度

の
教
養
を
持

つ
者
、
中
等
教
育
修
了
を
認
定
す
る
大

学
入
学
資
格
免
状

の
取
得
者
は
、
そ
の
教
養
に
ふ
さ
わ
し

い
職
場

へ
進
出
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
必

然
的
に
社
会
に
お
け
る
知
識
教
養
人
に
対
す
る
需
給
関
係

で
の
均
衡
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
し
て
い
く
か
の
問

題
が
起

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。



こ
こ
で
は
、
ソ
ビ
と
シ
ェ
ネ
の
資
料
を
通
し
て
、
今
後

二
〇
年
間
に
お
け
る
満

一
九
歳
以
上
の
成
人
人
口
ま
た
は
労

働
力
人
口

(生
産
年
令
人
口
)
と
、
そ
の
申
に

占
め
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得

者
の
総
数
が
い
く
ら
ぐ
ら
い
に
な
る
か
と
い
う

こ
と
だ
け
に
限

っ
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

そ
の
た
め
の
調
査
方
法
は
簡
単

で
あ
る
。
e
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
の
現

時
点
で
の
総
数
、
口
大
学
入
学
資

格
免
状
取
得
者

の
年
次
別
増
加
数
、
㊨
平
均
余

名
表
に
よ
る
死
亡
者
数

の
年
次
別

控
除
。
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
の
総
数
か

ら
生
産
年
令
に
あ
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
数
を
控
除
す
る
の
は
容
易
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
現
時
点
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者

の
総
数
は

一
九

六
八
年
度

の
国
勢
調
査
に
も
と
つ
く
統
計
資
料
に
よ
っ
て
も
算
定
す
る
こ
と
が
困

難
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
入
学
資
格
免
状
の
交
付
数
と
平
均

余
命
表
に
よ

っ
て
、

一
九
七
三
年

の
現
時
点
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得

者
の
総
数
を
推
定
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
過
去
に
お
け
る
免
状

交
付
数
と
、
そ
れ
ら
の
各
年
令
別
人

口
の
平
均
余
命
と
か
ら
、
将
来
に
お
け
る
年

令
段
階
別
の
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
数
を
推
定
し
て
、
大
学
入
学
資
格
免
状

取
得
者
総
数
を
算
定
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
調
査
方
法
の
難
点

は
三
つ
あ
る
。

e
免
状
交
付
数
ど
免
状
取
得

者
数
と
の
喰
い
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
同

一
の
免
状
取
得
者
が
二
種
類

の

免
状
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

口
海
外

へ
の
移
民
ど
か
北
ア
フ
リ
カ
か

ら
の
本
国

へ
の
帰
還
。

⇔
平
均
余
命
表

の
採
択
。
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者

の
死
亡
率
は
フ
ラ
ン
ス
人

一
般

の
死
亡
率
よ
り
は
す
こ
し
低
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
か
れ
ら
が
し
ば
し
ぼ
中
流
お
よ
び
上
流
階
級
の
出
身
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

け
で
な
く
、
死
亡
率
が
低

い
と
い
う
こ
と
の
本
質
的
原
因
で
あ
る
教
養
人
で
あ
る

と
い
う
事
実
に
も
と
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ

っ
て
、

第
17
表

(4
,25)

に
示
す
通
り
、

一
九
七
三
年
に

お
け
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者

の
総
数

二
六
三
万
八
、
三
三
〇
人
を
出
発
点

と
し
て
算
定
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
総
数
は
、
毎
年
、
新
規

の
免
状
取
得
者
数
相
等
分

〔第17表 〕 1973年 における各年齢段 階 ごとの大学入学

資格 免状取得者 …数

A
口 計

(人)

1,9.42

5,067

9,442

23,700

36,063

54,134

57,379

89,243

132,467

147,683

177,902

254,223

386,174

407,267

855,644

性(人
)

 

女

13

燭

跏
2,734

6,289

12,277

16,573

29,857

52,339

83,181

78,346

120,734

189,969

207,182

460,356

性
(人)

1,929

4,931

8,595

20,966

29,774

41,857

40,806

59,386

80,128

84,5fl2

99,556

133,489

196,205

200,085

395,288

繍 贓劃 男
86

81

76

71

66

61

56

51

46

42

37

32

27

24

19

91

85

8d

75

70

65

60

55

50

46

41

36

31

26

23

2,638,3301,240,8331,397.497

 

計合

二
九



人

文

学

論

集

だ
け
増
加
し
て
い
き
、
ま
た
死
亡
ど
か
偶
発
的
な
海
外
移
民
な
ど
に
よ

っ
て
減
少

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
偶
発
的
な
要
因
に
つ
い
て
は
、
こ
の
統

計
資
料
で
は
ほ
と
ん
ど
無
視
し
て

い
る
。

死
亡
見
込
数
は
将
来
人
口
の
予
測
の
通
り
に
算
定
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
の
大
学

入
学
資
格
免
状
交
付
数
の
増
加
に

つ
い
て
は
、
O
毎
年
、
大
学
入
学
資
格
試
験

の

受
験
者
年
令
に
達
す
る
青
年
人
口

の
数
、
日
各
年
令
別
人
口
階
層
に
お
け
る
大
学

入
学
資
格
試
験
合
格
者
の
比
率
に

つ
い
て
仮
説
が
設
け
ら
れ
た
。

e
に
つ
い
て
は
確
定
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
今
後

一
九
九
五
年
ま
で
の
ほ
と
ん

ど
す

べ
て
の
受
験
者
は
す
で
に
出
生
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
出
生
者
数
は

一
九

七
四
年
で
は
七
七
万
人
、
ま
た

一
九
七
五
年
と

一
九
七
六
年
で
は
七
五
万
人
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。
合
格
者
の
比
率

と
し
て
は
、
e
現
状
の
合
格
率
の
ま
ま
で
安
定

す
る
も
の
ど
し
て
、
男
子
は
二

一
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
子
は
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
見

込
ん
で
い
る
。
口
最
近
、
数
力
年
聞
に
お
け
る
合
格
者
数
の
増
加
率
が
そ
の
ま
ま

継
続
し
て
増
加
し
て
い
く
こ
と
、

つ
ま
り
男
子
は
年
率
○

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
女

子
は
年
率
○

・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

こ
の
増
加
率
で
い
く
と
、
二
〇
年
後

の
一
九
九
五
年
に
お
い
て
は
、

一
九
七
六

年
に
出
生
し
た
同

一
年
令
人
口
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
の
比
率
は

男
子
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
子
四

五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る
の
で

あ
る
。

第
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に
示
す
通
り
、

一
九
七
七
年
と

一
九
七
九
年
で
は
前
年
よ
り

も
免
状
取
得
者
見
込
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

一
九
年
前
の
偶
発
的
な
出

生
率
の
低
下
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
異
変
は

一
年
ご
ど

の
繰
越
し
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
平
均
化
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
同

三
〇

〔第18表 〕1974年 か ら1995年 までの大学入学資格免 状取得者の見込数

性

高L>見 込数

109,187

11a,606

116,824

119,229

125,106

126,967

132,942

152,445

172,636

160,492

 

女

低L>見 込数

105,927

105,695

106,204

105,441

107,352

105,805

108,024

108,591

110,013

92,729

性

高い見込数

87,916

90,818

94,278

96,948

101,745

103,273

10s,602

125,026

143,198

127,101

 

男
西 暦 年

低L>見 込数

87,916

:::

..

87,755

89,399

::.1

90,144

91,165

92,814

74,142

1974

1975

1976

1977

1s7s

1979

1980

1985

1990

1995

 

一
の
年
令
段
階
の
す
べ
て
の
青
年
が
同

一
の
年
度
に
大
学
入
学
資
格
免
状
を
取
得

す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

一
九
九
五
年
に
お
け
る
免
状
取
得
者

の

見
込
数
の
減
少
も
出
生
率
の
低
下
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
諸
条
件
を
考
慮
し
た
後
に
、
第
19
表

(4,26)

に
示
す
通
り
、

一

九
九
五
年
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
の
見
込
総
数
が
算
定
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
四
五
歳
以
上
の
者
の
減
少
が
い
ち
じ
る
し
い
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、



〔第19表 〕1995年 における各年齢段階別大学入学資格免状取得者 の見込数

性女性男

低蜆 轡
)1高蜆 轡)

160,492

836,280

777,203

702,512

594,063

489,231

318,200

165,330

104,040

67,245

93,186

30,009

92,72)

513,109

529,356

540,201

52.4,586

486,018

318,200

165,330

104,040

67.245

93,18&

30,009

高L>見 込数
(人)

127,101

.:.・ ・.

638,841

571,386

477,417

405,844

300,105

166,601

111,674

80,798

118,784

48,406

低U>見 込数
(人)

74,142

427,847

443,681

449,197

432,637

405,844

300,10

166,601

×11,674

.1..

113,784

48,406

年齢別段階

19歳
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45-4gl

50-541

55-59

60_641

1皺 上{
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高
齢
化
に
と
も
な
う
死
亡
率

の
増
加

と
、
女
性
に
お
け
る
新
規
免
状
取
得
者
数
の

増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
九
九
五
年

に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
総
人
口
は
五
、
八
〇

〇
万
人
か
ら
六
、
二
〇
〇
万
人

(海
外
へ
の
移
民
な
し
と
仮
定
す
れ
ぼ
)
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者

の
総
数
は
六
五
〇
万
人
か
ら
八

一
〇
万
人
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
e
教
育

の
進
歩
と
い
う
観
点
か
ら
成
人
人
口
の
中
に
占
め
る
大
学

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
の
大
衆
化
過
程

入
学
資
格
免
状
取
得
者

の
比
率
と
、
⇔
雇
用

の
観
点
か
ら
労
働
力
人
口
の
中
に
占

あ
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者

の
比
率
が
問
題
と
な
る
。

ま
ず
成
人
人
口

一
〇
〇
人
あ
た
り
の
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
は
現
在
は
八

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、

一
九
九
五
年
に
お
い
て
は

一
六
な
い
し
二
〇
パ
ー
セ
ン

ト
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

一
九
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で
の
労
働
力
人
口

一
〇

〇
人
あ
た
り
の
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
は
現
在
の
九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら

一
八

な
い
し
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
ど
見
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
一
九
九
五
年
に
お
い
て
は
、成
人
人
口
ま
た
は
労
働
力
人
口
に
占

め

る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
の
比
率
は
約
二
倍
ど
な
り
、
大
学
入
学
資
格
免
状

取
得
者
の
総
数
は
、

一
九
七
三
年
に
お
け
る
二
六
三
万
八
、
三
三
〇
人
か
ら

一
九

九
五
年
に
は
最
高
八
〇
六
万
六
、
七
四
四
人
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
合
格
者
数

の
年
間
増
加
率
が
、
男
子
○

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
子
○

・

九
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
ど
、
二
〇
年
後
の

一
九
九
五
年
に
は
男
女
合
計
す
る
と
、
一

九
七
三
年

の
時
点
に
比

べ
て
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て

成
人
人
口
の
中
に
占
め
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者

の
比
率
は
、
年
間
増
加
率

を
○

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
ど
す
る
と
、
二
〇
年
後
の

一
九
七
五
年
に
は
八
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
加
と
な
り
、
つ
ね
に
合
格
者
数

の
年
間
増
加
率
よ
り
も
低
い
こ
と
に
な
る
。

も
し
毎
年
の
大
学
入
学
資
格
取
得
試
験
の
合
格
者
比
率
を
、
同

一
年
齢
人
口
の

中
の

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
水
準
に

一
定
に
し
て
お
く
な
ら
ば
、
四
五
年
後

の
労
働

力
人
口
に
占
め
る
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
総
数
の
比
率
も
同
じ

一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
大
学
入
学
資
格
取
得
試
験

の
受
験
者
総
数
と
合
格
者
と
の

比
率
は
予
期
し
え
な
い
多
く
の
要
因
に
よ
っ
て
変
動
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
入

一一二



人

文

ト
学

論

集

学
資
格
取
得
試
験
制
度
そ
れ
自
体

の
あ
り
方
も
問
題
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ら
の
数
字
自
体
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
基
本
的
動
向
を
反

映
し
た

一
定

の
意
味
を
も

っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
の
合
格
者
の
男
女
比
率
を
同
等
に
す
る

と
い
う
よ
う
な
措
置
を
と
ら
ず
に
、
現
状

の
ま
ま
で
い
,く
な
ら
ば
、
女
子

の
免
状

取
得
者
数
は
、
今
後
二
〇
年
間
に
お
い
て
男
子

の
免
状
取
得
者
数
よ
り
も
上
廻
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
高
い
年
齢
の
段
階
に
お
け
る
女
子
の
免
状
取

得
者
数
は
、
い
ち
じ
る
し
く
増
大

し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
経
済
自
体
が
技
術

的
に
現
在
と
同
じ
水
準
に
と
ど
ま
る
と
す
れ
ば
、
ま
た
労
働
力
人
口
構
成
も
同
じ

ま
ま
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
数
の
増
加
は
、
と
く
に
若

い
年
齢
段
階
の
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者

の
社
会
的
地
位
喪
失
を
生
じ
さ
せ
る

で
あ
ろ
う
。

労
働
力
人
口
構
成
は
、
上
級
職
種
と
中
級
職
種
は
ほ
ぼ
均
衡
が
と

れ

た

ま

ま

で
、
下
級
職
種

へ
進
入
し
て
い
く
形
態
で
変
動
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

な
社
会
的
地
位
喪
失
現
象
は
す
で
に
起

っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
は
大
学
入
学
資
格
免
状
を
取
得
し
て
い
な
い
者
が
従
事
し
て
い
た

職
種

の
中

へ
、
大
学
入
学
資
格
免
状
取
得
者
が
就
職
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
動
向

の
度
合
い
を
予
測
す
る
た
め
に
は
、
科

学
技
術

の
進
歩
や
経
済
成
長

の
増
加
率
な
ど
の
要
因
を
、
今
後
二
〇
年
間
に
わ
た

っ
て
、
き
め
細
か
く
計
測
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

(
一
九
七
五
・
七
・
一
稿
)
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一
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⑱

手

塚
武
彦
、

フ
ラ
ン

ス
に
お

け
る
高
等
教
育
機
関

へ
の
進
学

の
制
度

と
間
題
、

(
「
教
育
学
研
究
」
第

三
〇
巻
第

二
号
)
、
昭
和
三
八
年

⑳

申
山

・
諸
田
訳
、

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
、
文
庫

ク
セ
ジ

ュ
、
白
水
社

、
昭
和
三
八
年

㈹

、
吉

田
正
晴
、
最
近
に
お

け
る
フ
ラ
ン
ス
教
育
改
革

の
動
向
と
問
題
点
、

(
「
国
立

国
会
図
書
館

レ
フ

ァ
レ
ン
ス
第

一
八
〇
号
」
)
、
昭
和

四

一
年

⑲

同

右
、
現
代

フ
ラ
ン
ス
中
等
教
育
改
革
に
お
け
る
近
代
化

の
性
格
、

(
「
国
立
国



会
図
書
館

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
第

二
〇
三
号
」
)
、
昭
和
四

二
年

⑳

山
内
太
郎
編
、
世
界

の
教

育
改
革
、
第

一
法
規

、
昭
和

四
二
年

⑳

奥
田
真
丈
編
、
主
要
国

の
学
制

と
教
育
課
程
、
第

一
法
規
、
昭
和
四
ご
年

鋤

拙
稿
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
、

(
「
皇
学
館
大
学
研
究

紀
要
第

五
輯
」
)
、
昭
和
四
二
年

㈱

も

の
の
べ
な
が
お
き
訳

、
フ
ラ
ン
ス
技
術
教
育

の
歴
史
、
文
庫

ク
セ
ジ

ュ
、
白
水

社

、
昭
和
四
三
年

⑳

野

田
良
之
、
最
近
に
お

け
る
フ
ラ
ン
ス
の
学
制
改
革

の
資
料

、

(
「
ジ

ュ
リ

ス
ト

第

四

一
号
」
)
、
有
斐
閣

、
昭
和
四
三
年

㈱

池
端
次
郎
訳
、

フ
ラ

ン
ス
教
育
史
、
文
庫

ク
セ
ジ

ュ
、
白
水
社
、
昭
和
四
四
年

㈱

拙
訳
、

ベ
ン

・
デ
ー
ビ

ッ
ド

・
近
代
社
会

に
お

け
る
大
学
制
度
、

(新
堀
通
也
編

訳
、

「
ベ
ン

・
デ
ー
ビ

ッ
ド

・
科
学
と
教
育
」
所
収
)
、
福
村
書
店
、
昭
和
四
四
年

⑳

皇
、
至
道
、
大
学

の
歴
史

と
改
革

、
講
談
社
現
代
新
書

、
昭
和

四
五
年

㈱

手
塚
武
彦

、

フ
ラ
ン
ス
の
新
し

い
大
学
、

(
「
大
学
資
料
第
三
五
号
」
)
、
文
部

省
、
昭
和
四
五
年

㈲

拙
稿
、
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る

一
九
六
八
年
度

大
学
入
学
資
格
試
験
制
度
、

(
「
美

作

女
子
大
学
研
究
紀
要
第

四
号
」
)
、
昭
和
四
五
年

㈹

池
田

進

・
沖
原

豊
監
訳
、
世
界

の
学
校
教
育
、

そ
の
比
較
研
究
、
葵
書
房
、
昭

和
四
六
年

⑳

内
藤
貞
、

フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
後
期
中
等
教
育
制
度

の
改
革
、

(日
本
比
較
教
育

学
会
科
研
費
申

等
教
育
委
員
会
編
、

「
中
等
教
育
総
合
研
究
各
個
研
究
論

文
集

耻
」
)

昭
和

四
九
年

励

自
井
成
雄
、
リ

セ
に
お
け
る
哲
学
教
育
、

(
「
ふ
ら
ん
す

一
九
七
五
年

七
月
号
」

所
収
)
、
白
水
社
、
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